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ケ ク レ の 夢

小 滞 光

ベンゼンの化学構造式が六角であるこ とを損唱 した

Keku16はそのときのもようをこう語っている｡

｢私の仕事部屋は狭い路地に面していて日中は光が全く

入りませんでしたOある夜はその部屋で教科書の著述をや

っておりましたが,仕事がうまくはかどりませんでしたO

心が別のところにうつるのです｡私はイスをストーブの方

に回わしてウタタネをしました｡すると私の目の前には原

子が目まぐるしくうごいていました｡その中で-ピが1匹

自分のシッポをくわえてあざわらう旋回しているのです｡

私はまるで電光にうたれたように目がさめました｡やっと

ベンゼンのナゾがとけたoCoHBは6炭素原子が閉環して

いるのだと始めて気づきましたO｣

こうして現在の物理的方法でも確認されたベンゼンの亀

の甲は,1865年ベルギーに在任中のケクレによって発見さ

れたが,彼は後進はむかってこう教えている｡

｢諸君/夢みることを学び給え｡やがて其理をみいだす

であろう｣と｡

いずれにしろ研究のヒントが夢のなかで希えれたことは

興味ふかい｡私は偉大なる発見はこうしたちょっとしたヒ

ントがもとで完成されるものと信じたい｡

しかしこの頃の米国などのゆき方をみるとヒントより物

量作戦という感じがしてならない｡例えばガンの薬を発見

するためには,多くの化学者が多数の化合物を暗中模索で

合成する｡出来上った化合物に製品番号を付して生物学者

に渡す｡生物学者はどんな化合物か知らずに効力検査を行
う｡いわばスクリーニングテストが行われるのである｡

こうして何千一何万の化合物の中から有効なものが見出

される｡指導者たちの会議で始めてどんな構造の化合物が

効くかが明らかにされるo

この方法はたしかに主観が入らないので合理的かもしれ

ないDLかしめくらめっぽうにやっている研究者にはこん

なつまらないことはないだろうし,また相当にムダが多い

ことだろうD｢沙浜から砂金をさがすようなものだ｣と評
される抗生物質のスクリーニングテストもこの煩であろ

う｡
ところが幸か不幸か貧乏国日本は,少なくとも大学では

こんなやり方は行われていない.やろうと思っても無理な

のであろうOおかげでわれわれは研究を充分漉しむことが

できる｡

ヒン1.を得られたうれしさ,またこれをもととして仕事

をすすめる楽しさは,またかく別だからである｡

自分のことを申していささか恐縮だが,ヒントが私のさ

さやかな研究に役立った体験をふりかえってみよう｡

結核薬のイソニコチン酸ヒドラジッド(INAH)が発見

されて間もなく,私はINAHが魂 内でどう変化するだ
ろうかを追求してみることにした｡

ちようどその頃,私どもは Baldwinの Dynamicasp-

ectofBiochemistryのゼミナールをやっていたO私は何

んとかして例のクレーブスのサイクルを記憶しようと心が

けていた｡構造式で順に追っていってもよいのだが,なか

なか手まどるOそこで Chain-methodの記憶法を応用す

~ることとしておぼえやすい形にウタによみこむこ とにし

た｡苦心のすえ,デッチ上げたおぼえ方は次のように峰記

することであった｡

｢クレーブスはアセト オキザル ･クェンサン･アコ二

･イソーオキ･ケトグルサン･コノ､ク･フマレル･リンゴ

サン｣というのであるo

賢明な学生諸君はどれがサイクルの中の何に対応するか

柱よくおわかりだろうと思う｡これなら2-3度くり返え

せば忘れることはないだろうO

こんな念仏のような暗記法を得意になって研究室の同僚

に話し合っているうちに,INAHの問題がおこったOこの両

者が結びついたとしてもこれは偶然ではない｡私はたちま

ちINAH がクレーブスのサイクルの中のピルビン酸やα-

ケトグルタール酸やケト酸とScbiff塩基をつくるであろ

うと思いっいた｡実験の,%異は柱たしてその通りであった｡

この結果はいちはやく学会誌に発表したが, 1年おくれ

てイタリーの研究者も同じ実験をして同じ結論に達したの

で自信を得た｡

私どもの仕事はさらに進展して出来た Schlff塩基,

特に INAH とピルビン酸との結合物は毒性が きわめて

弱く,しかも効力が低下しないことから大量投与可能 な

INAH の改良品として製品化されることになったo

またこのような化合物はペーパークロマトの Rf値でも

分離する幾何異性体をつくることも明かになった｡

更に毒性低下の原因も生化学的に解明出来るに至った｡

すなわち,結合体はビタミンB6欠乏症をおこさないので

副作用が少いことを明らかにした｡

このようにつぎつぎと派生的な問題がいもづる式にあら

われた｡私にとってはその研究の意義よりも,むしろ論理

的に進展していった過程がうれしく,また頭のトレーニン

グに役立ち,全く激しい仕事になった｡

それというのもクレーブスのサイクルを憶えようという

幼稚な努力がヒントとなってこんな結果になったのだから

全く面白いものであるo

r 〝いくたびかここに真昼の歩みたる〝

これは ｢樗牛隈恩の栓｣のもとにきざまれた旬である

が,私もここ静かな学都仙台において ｢ケクレ夢｣ならぬ

〟真昼の夢をみる〝幸福を諸君とともに味わいたいものと

思う｡

(教授 薬品作用学)
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東北大学医学部薬学科が発足以来4年経過した｡32年新

設された時は全国薬系大学の文字通りの新入生で,若さと

清新さは現在も依然みなぎっていると自負しているが,年

月の立つのは早いものでその後東京理科大学薬学部他更に

若い大学も生れた｡

初期の目標である7教室もそろい,学生も全学年在籍L

形の上でやっと一応整い,今から詳座の内容を拡充させる

発展期を迎えるわけであるが,ここに現在までの経過の概

略を振り返 り,現況を併せ紹介することにする0

32年度新設というが,t詳U(いうならば復活が妥当かも

しれない｡とV､うのは本大学医学部が医専であった頃は薬

学科も併設されており,前附属病院薬局長高瀬豊吉氏は大

先筆にあたるO然し薬学科は医学部昇格の際廃止となって

久しく,戦後学制改革の際にもそのままとなっていた｡戦

後の医学,薬学の発展は目覚しく東北大学も総合大学とし

て形の上でなく実質的に薬学科の創設の希望が起9,特に

提携の必要ある医学部がその中心となったのも当然であっ

た｡黒川終長,武藤学部長,黒豆名誉教授(当時医学部長)

はじめ関係者の努力が実って32年度に文部省の認可を得た

のである｡時期がややおくれた関係で,32年度は国立一期

の3月の入試に間にあわず,4月半ばに入学試験を行った.

現在の4年生の出身地が全国に亙っており,虎争率も16倍

強という異常さを印したのも偶然ばかりとはいえないので

あるO勿論この鄭ま薬学科が設置されたというだけで専門

の教授はおろか建物もなにもなく学生が教養部にいたに過

ぎなかった｡夏を過ぎてやっと東京大学から分析化学の一

色教授が現助教授岩口先生と二人で準備のため着任した｡

1回生は新設ときいて期待したものの何も先のことがわか

らないので,一色教授,黒屋教授等を囲んで江陽会館で話

合いを行ったのが12月である0年が明けると24ページの′ト

冊子 ｢あみこす｣の創刊号も発刊された｡然し1回生の熱

意に反して全く不幸なことがおこった｡

33年4月14日東北大学工学部土木工学科からの出火によ

り,薬学科専門課程が使用予定だった校舎は焼失してしま

ったのである｡不幸は更に輪をかけて,この報に急ぎ名古

屋の学会から帰仙途中の一色教授は15日早朝東北本線伊達

駅で心臓麻痔にり死去されたのであるO火災が死因に関係

がなかったとはいい切れない全く思いもかけない事故だっ

たD新設1年の大学の建物が失くなり,たった 1人 の教

授を失ったのだから全く途方に暮れてしまった｡学生が動

揺したのも止むを得ない｡前途に不安を感じて転校準備を

はじめた人も多かったD然しこの時1回生の無茶苦茶な努

力がはじまった｡当時の事情壮 ｢あみこす｣2号に詳しい

から省略するが4年生のQ君はこういっている｡｢今,2
号を読むと笑い事で無茶だったなと思うよ,でも笑い事じ

ゃなかった｡あれで校舎が建ったなんて思わない,ただ教

職員も1人もいない学科が他の人達の手で動かされ るよ

うな気がして学生として口惜しかったんだな,自分のため

にやったのだけれど古臭い言葉で嫌だけど愛校心だったか

もしれない｣｡富沢移転を阻止のため学生の代表は医学部

はじめ学内の諸教授を1人 1人廻り,東京-出かけ文部省

から衆参両院まで歩を運んだ｡そのうち新潟大学から岡崎

教授が着任され,一時中絶していた敬重の充実も再び軌道

に乗りはじめてきた.武藤教授,現理学部長藤瀬教授他い

ろいろこの間骨折って下さった諸先生に今一度感謝したい

亦東京大学薬学部の諸教授は東北大学薬学科の新設にあた

ってとりわけ尽力されたが,現東京医科歯科大学教授秋谷

博士,現東京大学薬学部長石館教授の郁3:永久に忘れるこ

とができない｡

33年後期から1回生に1週1度の専門課程がはじまった

講座の未整備状態で満足なことは出来なかったが,岡野教

授,岡崎教授,医学部の教授の特別許義がはじまった.35

年になるとアメリカから留学を終えて帰国されたばかりの

加藤教授の薬化学の講義がはじまった04月からは助教授
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助手等教室負の数も増え,薬品製造学の亀谷教授,衛生化

学の奥井教授とJ#座も5講座となったO

この辺で学生の活動状況を伝えてみよう,教養の2年を

校舎建設運動までした1回生は,無理を知 りながら34年5

月に行われた医学祭に参加したo医学科の学生が専門の4

年生を中心に豊富な人数と1年の準備をしたのに比し,莱

学科は3年生といっても専門になってわずか1ケ月 だ っ

た｡この鑑1･2回生を中心に親睦機関英友会が発足し,

第1回の総会は4月目乃出会館ホ-ルで行ったO

待望の校舎の新築も関係者の努力で割合早く実行され,

34年夏過ぎると工事がはじまったが,全然専属 の建物 の

ない悲しさは34fE冬1回生の衛生実習の頃頂点だった｡借

用中の医化学実験室を返還し,病理を借用したが,第-こ

こ杖ガスも水道も殆ど出ないo更に惑いことに床が木造の

ため引火の恐れのある実験が不可能だった｡指導する衛生

教室は遠い生理学に仮冒しており,内山助教授 は渡米 中

で,アメリカから帰国されたばかりの奥井教授と鈴木助手

だけで人数も少く連絡もとれぬ有様で,学生は降りしきる

雪の中をガラス器具を洗いに教室までいき,手を嵯めてま

た火の気のない実習室に戻って実験をつづけた｡35年4月

この ときは苦しかった創設期が一応終 り,春を迎えた時

だといえよう,工事関係のおくれで新校舎の実験室はすぐ

使えなかったが,新に生物薬品化学の竹本教授,薬品作用

学の小沢教授が着任し,講座数は初期の目標7が全てそろ

った｡6月には新校舎-,分析,薬品作用,衛生が移転し,

薬学科の中心が出来た｡2つの実習室の完成は よ うや く

3,4年生を間借の窮屈さから解放した｡他に図書室,会

議室'測定関係の重もできたD更に7月第二期工事が再開

された｡現在第二期工事はほぼ完成し,新に薬化,薬工,

生薬の移転も近い,そうなれば8月からはじまっている4

年の特別実習のうち薬工など教室と実験室が離れて苦労し

ているところも楽になる｡

何事も創設期は苦しいという｡その本当の甘さ苦しさを

知った4年生は卒業を控えている｡夏は修学旅行を兼ねて

工場見学旅行で大阪,神戸まで出かけた｡3年生は今年度

の大学条に初参加した｡

就職状況も一応好調で全員内定ずみである｡来年度から

発足する大学院-も15名の進学が内定して,就職傾向の強

い現在の理科系学生の中でちょっと異様な感さえする｡

内部の充実も着々進んでいる｡赤外線吸収スペクトル装

置は11月到着し,恒温恒湿装置も運転しているD紫外可視
部測定装置,元素分析重も括動している｡赤外装置が着い
た日'20人もの学生でこれをかついで運んだ｡その時1人

の学生がつぶやいた｡｢重えーなあ,薬学もこんな重い機

械を買いやがって｣皆どっと笑った,が笑いながら2年前

のあの苦しかった当時の事を思い出して感無量の思いがし

た｡

薬学の完成はこれからである｡今から建物,装置を使っ

て世界の科学の一端で少しでも貢献しなければならない0

4年目にあたって,今まで東北大学の薬学科に寄せられた

数々の内外の媛い言葉,好意に感謝し一層の鞭錘を望む次

第である｡
× × × × × ×

ここに7講座がそろったのを機会に,全7教室の紹介を

特集として以下に掲げる｡

又4年生は7月1日より各教室に分属し特別実習を行っ

ている｡本年は東京 ･関西方面への見学旅行の為,方策行終

了後直ちに夏休みに入ったが,各教室とも夏休みを一部返

上し,早いところでは8月初旬,遅いところでも8月中旬

過ぎより,特別実習を始めた模様である｡各教室配属学生

にその実習テーマなどについての紹介を求め,併せて特集

とした｡3年生以下の諸君には特別実習に於ける教重選択

の上に何らかの参考となれば幸である｡

尚本年の各教室配属学生数は下記の通りである｡

衛生化学敬重 ･ ･6名 薬品作用学教室 ･-5名

薬剤学教室 ･･ 4名 薬晶製造学教室･--･9名

生物薬品化学教室 3名 薬品分析化学教室･･･4名

薬化学教室 ･･･8名

カット写真は薬学科新館,下の写真は赤外線吸収

スペクトル装置 撮影 高橋戚夫

(編集部)
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介紹室敬

衛 生 化 学 教 室

教 授 奥 井 誠 一

大正12年生D昭和19年東大医学部薬学科衛生裁判化学教

室の卒業｡糖化学を主に研究してきたが,学位論文のテー

マも糖の過ヨ-ド酸酸化であるO終戦後鹿薬を薬学教育に

いち早く導入したのも功演の一つである.昨年までイリノ

イ大学に留学していた｡

助教授 内 山 充

薬物がどの様に1及収,分布,排弛されるか,その状況や

代謝経路,酵素との関係を究明することは,薬物の代謝放

稀を明らかにし副作用や習慣性のない優れた薬を創出する

基礎的知見を得るものである｡又裁判化学上の見地から,

用いられた毒物の鑑定にあたっても,その代謝状況が明榛

でなければ正確な判定は出来ない｡更に中毒時にあたって

薬 品 製 造 学 教 室

教 授 亀 谷 哲 治

昭和16年浦和高校卒,昭和18年9月東大薬学科卒,昭和

20年東京薬専教授,昭和26年阪大助教授,昭和34年東北大

教授,昭和31年イスラエルに1年留学後,欧米視索,薬博

助教授 高 野 誠 一

昭和28年東大薬学科卒,昭和33年東大大学院卒,昭和35
年7月よりアメリカ,ニューメキシコ大学に留学中,薬停

主 な 研 究 テ ー マ

1 複素環式化合物の合成研究

主としてロツンジン,クラリン,パパベリンそのほかイ

ソヒノリン骨格を有する化合物の合成,さらにフラン,チ

オフェン,インド～)レ,ピリジンなどの医薬品として有用

な化合物の合成0

2 抗ガン剤の研究

主として含硫化合物のオキシド類を合成し,その抗ガン

作用を検討する｡酸素を容易に放出しうるような化合物の

抗ガン性に興味を有し,研究が行われている｡

3 そのほか

ポリエステルの合成研究,簡単なる化合物の工業的応用

に関する研究O

当教室の研究はあくまで合成化学の基礎的研究を行うが

も作用機構が不明であれば,適切な処置を講じえない｡

この広範多岐に亘る生体反応の一つとしての解毒機構の

研究は,生化学上も興味ふかいものである｡私達はこの様

な見地から,薬物の代謝と生体内酸化還元反応について研

究を行なっているE,

動植物細胞には,ミトコンドリアやミクロゾ-ムとよぼ

れる小粒子分割部分が存在するが,特にミトコンドリアの

中では生命に必要なエネルギーが出来るものと考えられて

いる｡この中には近年,電子伝達系と呼ばれる酵素の集団

が存在し,細胞呼吸研究の最も重要なる部分をしめ,チト

クロム C,Gl,b,a,などの酵素が単離,精製され,その順

序もほぼわかって来た｡しかし最近この伝達体の他に脂溶

性の国子が重要な役割を果していることが明らかにされて

来た.ミトコンドリアには,かな9のリビッドが含まれて

おり,この系に作用する因子が何であるかは,レスターな

どによって研究され,Co-En2lyme-Qであることがわかっ

たoこの様に電子伝達系と脂溶性因子が密接に関係してい

ることがわかり,他の因子も関係している可酸性があるO

更にミクロゾームの中では,異物を酵素と TPNH の

存在で非特異的に酸化する酵素が存在する｡この酵素の作

用横棒は未だ不明であるが,この機構の究明は,薬物の中

毒や耐性,その他内分泌などとも関係し興味深いものであ

る｡ (黒岩幸雄 助手)

薬品製造化学の見地より直接工業化と関連ある合成をも念

頭において研究を行ってみたいと思っている｡とくに最近

の石油化学を始めとする化学工業の発達にふさわしい講義

に重点をおいている｡

教室内では留学中の高野助教授,大阪大学にて共に研究

してきた野村助手,福本助手をはじめとして研究補助員の

佐藤由美子,飯豊トクの両学士が中心となって和気アイア

イとして研究を行っており,春秋2回の旅行など気特のよ

い雰囲気を作っているものと信ずる｡さらに今夏9人の特

別実習生が入室して来たので大変にぎやかであるOビ-ル

をのませるとクルー本で杜不足というゴクの者ばかり集っ

た次第ですが,就職は各人の努力によって8月未にはほと

んど決定というような成績でした｡しかし日下応用生理敬

重に間借りのため教室は全くせまく,学生諸君は4年の実

習室に一時いれて頂いている｡しかし目下新研究重が建築

中で来年の初めにiま全員まとまるのではないかと今から楽

しみにしている｡ (亀谷哲治 教授)
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生 物 薬 品 化 学 教 室

教 授 竹 本 常 聴

助教授 ヒキノ ヒpシ

今年の4月上旬,私たちがはるばるこの仙台の地に着い

た目は粉雪が蔵王おろしに舞う本当に寒い日でした｡それ

から木の芽がふいて,花が咲いて,実がなって,そして集

もすっかりもみじして,あちこちに雪だよりのきかれる今

日此頃,東北大学の薬学科に私たちの教室が生まれてから

もう半年も経ちました｡しかし人でいうと半年などではま

だ齢のうちにも入らないくらいですから,みなさんに自慢

できるようなことはまだ何もできていませんが,以下私た

ちの教室のあれこれを紹介してみたいと患います｡

まず生物薬品化学教皇ではどんなことをするのかという

ことになるわけですが,この講座名は他の大学ではすべて

生薬学教室と呼ばれているようです｡生薬学といえば現在

の薬学の母体となった最も古い伝統を誇る学問でありその

講座名も我が国で薬学教育が始まって以来の由緒ある名前

で,その扱う研究の内容は学問の発達につれて麹多の変遷

を経てきておりますOそして今日もその一つの大手な転換

期に立っているといってよいのではないかと思います｡こ

の時期に当って創設された東北大学薬学科では看板も新し

く生物薬品化学講座と塗りかえて,今までの生薬学のもつ

よき伝統をいかなる方向に発展させてゆくべきか?これは

今後私たちに托された大きな課題となるわけです｡当面の

目標としては,天然物から新しい物質をとり出して,これ

を医薬品として提供し,デッカク言えば人類に貢献したい

ということに主力をそそいでいます｡天然物成分は未知の

薬用資源を発見するという面でも,また構造化学的な研究

の面でも無尽蔵の宝庫ということができ,その研究に当っ

ては有効成分の抽出や薬効学的なスクリ-ニングからその

構造決定に至るまで,単に化学的な方法だけではなく自然

科学のあらゆる手段を駆使して,世界中の学者と協力し,

またあるときにはしのぎをけずって競走しなければなりま

せんO私たちの教室で受持っている講義のうち私のおおせ

っかっている薬用植物学および生薬学はそれら-の礎石と

なるものですし,竹本先生の担当されている植物化学はそ

れら-のガイダンスということになるわけです｡

わが教室のボス竹本先生は今年の3月まで大阪大学薬学

部教授として永年植物成分の研究に専念され,その業績は

日本薬学会賞をはじめ数多くの受賞によって周知の とこ

ら,その博学多識さには不勉強な私たち教室長にとっては

恐畏のタネ｡しかし一口で評するとすればナカナカ話せる

オヤジと言ったところですかナD現在手がけられておられ

る主なテ-マを列記してみますと,海藻掛こふくまれてい

る特異なアミノ酸類,いろいろな植物の精油成分,キク科植

物の特殊成分,ツツジ科植物の有毒成分etc･,etcの研究が

あり,これらはいずれも大阪大学時代から引続いてのもの

で,それぞれかなり進んだ段階にきておりますoさてかく

申す私は,竹本先生を補佐すべくやはり大阪大学薬学部か

ら,先生共々トレードされて参りましたo来てみて一番面

くらったのはやはり不意に命じられた講義に止わをさしま

しょう｡実に難かしいものだとつくづく感じました｡しか

し,阪大時代,人並みはずれて大阪弁が上手との折紙つき

だった私が,こちらの講義では打って変ったようなスタン

ダードEl本譜との評あり,一度阪大生にも聞かせてやりた

いO余談はさておき,助手の近藤 (塞)君は薬学界有数の

理論家で,ノ､リキリボーイ横部君と共にいずれ劣らぬファ

イトマン,大阪大学からの移転完了と同時に研究活動に専

心せよとのボスの厳命を即日実行に移した豪の者たちで'

当教室運営の中心となっていますo以上に加えるに富森君

と近蕗 (-)女史が研究補助としてひかえており,奇しく

もオールスタッフが大阪からの遠来となってしまいました

が,みんな一度志を立ててこの仙台-来たからには,これ

からは東北大学の人間として東北大学薬学科の名誉のため

に,みなさんと共をこ最善の努力を尽したいと考 えていま

+O

しかし人間は環境の動物ですから,現状のように化学実

験を危険な木造の研究室でおっかなびっくりやっていたの

では良い実験もできるはずがありませんし,ひいては良い

考えも浮んできませんoさいわい間もなく薬学科新館の第

2期工事も完戒の運びとなり,そうなると私たちの教室も

その3階に居を移すことになっておりますが,そのときに

はいろいろな設備を充実させて,いよいよ本格的な研究活

動を開始する計画をしています｡またそのときこそわが薬

学科にとっても意義探い転換期となるのではないでしょう

か.みなさん,一つ大いに努力して四国の学界に追いつき

追い越して,良き伝統を築こうではありませんか｡

(ヒキノヒロシ 助教授)

成瀬科学器械株式会社

本 社 仙 台 市 国 分 町 125

工 場 電 話し(診3246･8482

東 京 東京都新宿区西大久保1の3'70

営業所 栄ピ)レ電話 (341)6271-3
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薬 剤 学 教 室

教 授 岡 崎 寛 蔵

東大薬学科卒,新潟大学医学部教授兼同附属病院薬局長

を経て,現在東北大学附属病院薬局長兼任

助教授 池 田 森

東大薬学科卒

薬剤学教室は薬学科の諸講座の中でも薬の実際面と最も

洗いつながりをもつ教室である｡他の総合大学におけると

同様,教授は附属病院の薬局長と兼任であるO医学におけ

る基礎と臨床との別と似ているといえようか｡

砂読会やリクリエーションの旅行なども薬局の人達と一

緒にやっているDしたがって教室の雰囲気も他とは違った

所がおのずから出て来ようoここで未来形を使ったのは教

室の空気といっても,最初の四年生が入ったばかりで,蕊

だ独特のカラ-が出来上ってはいないからであるo敬重の

空気は何といっても大学院とか四年生のエネルギーに満ち

た連中を中心にかもし出されるのであると思うD

それでも現在すでに特色あることといえば,教室全員麻

雀をやることであろう｡四年生が教室に初めて来たときも

麻雀大会をもって迎えられた｡勿論教授が一番強い｡勇将

の下弱卒なしで,本敬重に居る間に腕もぐんと伸びよう｡

ただし特別実習のテーマに ｢麻雀牌組合せの配合禁忌｣と

いったものは出ない｡

研究テーマは消化酵素剤,注射溶媒の研究などであるO

薬剤学はその性質上研究の守備範囲が極めて広い｡またテ

ーマも実際問題から出発し,成果は再び実際製剤の進歩に

帰って来るものでなければならない｡応用科学である薬学

としては当然である｡しかしこのことは言うべくして大変

′

難しいことである｡ある限られた研究範囲に閉じこもっ

て,その額域で慣用される英験方法のみにより実用面とは

一応離れた研究のための研究をやる方がある意味では楽で

あるO薬局や製剤工場で起る問題は一見簡単なことが多い

かも知れない｡しかしその解答なり説明なりを科学的に行

うことは容易でないものが多い｡丁度無邪気な子供の質

問の中にまともに答えるには大変なものがあるのと同様で

ある｡単なる化学的知識だけでは片付かないO純粋に物理

学的な問題もあるし,対象とする物質が物質だけに医学的

な知識も必要であるD巾の広い知識が必要であるo雑学で

あると言われるゆえんであるが,これは宿命であるO個々

の狭い専門分野の科学を広く横に連関をもたせて,実際問

題の解決を計るところに特長があり,存在理由がある｡

このようなわけで薬剤学に特有の機械といえば病院薬局

の製剤室とか,製薬会社の製剤工場にあるようなものであ

るO本来なら薬学科に附属の製剤工場でもあって,これら

の機械器具が揃っている-べきものであろう｡しかし現在で

はそこまで認識が微底していない｡このことは日本中の薬

学科や薬科大学でも同様である｡ことに国立大学では従来

から薬の実際面と関係ある事柄は重く見られず,アカデミ

ックな理学部でやるような研究が尊重されて来たo薬剤学

という講座ができたのもせいぜい十年前であるから無理か

らぬことであるDしたがって薬剤機械は薬局のものを説明

する程度にとどまっている｡ただし本医学部附属病院は目

下改築を計画中であるD現在の薬局はバラック住いで充分

な設備を持つこと柱できない状旗にある.その代り今どき

一寸他所では見られない薬剤学史的に興味ある器具や装置

もある｡しかし改築の際には全国一の設備のととのったも

のにしたいと岡崎教授も抱負を持っておられるから,その

ときに期待したい｡ (池田 意 助教授)

薬 品 作 用 学 教 室

教 授 小 澤 光

1914年岐阜県に生まれ,初等教育を埼玉県で受け,東大

において薬学を学び,菅沢重彦教授の下で薬品製造学を専

攻した｡1939年卒業後,岡山医大で奥島教授の下で薬理学

の手性どきを受け,後東大薬理学教室に転じ,田村意造,

某竜太郎,小林芳人,熊谷洋教授のもとで薬理学を研さん

したD更に医学知識の必要を痛感し,東京医大において医

学を習得して医師となったが,自分としては医学はあくま

でアクセサリーのつもりで薬学を本業と心えているO

職歴としては教師稼業の他に,薬局長の経験と製薬会社

において研究及び企画に従事したDいづれも今から考える

と経験として巣しく有意義であったと思っているo

助教授 福 田 英 臣

1928年東京都に生まれ,1952年東大医学部薬学科卒業

後,大学院前期(旧制)を臓器薬品化学教室 (後に生理化学

教室と薬品作用学教室に分れる)に学ぶO製薬会社の研究

所勤務を-て,再び東大薬品作用学教室で熊谷洋,高木敬

次郎教授の下で研究し,同時に日大薬学科で小澤教授の下

で辞師を勤めた｡

有機化学を中心に発達し貢献してきた薬学にも,近中薬

理学,生化学などの新しい分野が発展してきているO薬物

の作用を究明し,優れた医薬品を生み出そうとするのが薬

1,｡tF作用学の目的であるO過去の医薬品の発展の歴史を見る

と,天然物の構造決定より出発して,類似化合物を合成

し,化学構造と薬理作用の関係を調べ,強力で副作用の少

い新化合物を地道に求めてゆく場合が多い｡従来の薬学の

優れた合成などの研究分野に加うるに,薬物の効力,副作用

などを客観的に研究する薬品作用学の分野があって,はじ

めて優秀な薬が生れるものと倍ずるOわが国における ｢薬

学の薬理学｣ (薬品作用学)の歴史は浅く,すべて嘲専来

のものであるOそこで,我々は学問的降しをもって輝しい

伝統をもつ東北大医学部の中の薬品作用学教室として常に

新鮮な気特で研究して行くつもりでいる｡

践塵薬を夢みて合成されたドランチン (ペチジン)は,
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これの薬理作用を調べた薬理学者によるモルヒネ特有の/､

ッカネズミ挙尾反応の発見によって,強力な鎮痛作用が認

められ,ために現在鎮痛薬として用いられている,又ア-

ンアルカロイドのナルコチン (ノスカピン)が鎮啄薬とし

て有力であることがわかったのも最近のことである｡これ

らのことなどは,理屈抜きでまじめに観察することや,過

去の常歳にとらわれないことが大切であることを教えてく

れ,限りない希望と夢を与えてくれるものである｡

現在の教室のテーマは(1)薬力学的研究と(2)生化学的研究

に大別される｡(1)では,現在臨床的にも,構造活性相関で

も関心のもたれる筋弛緩薬の研究,鎮痛,鎮咳薬の研究,

各種薬物の生物試験法の改良などであるD又向精神薬であ

るモノアミンオキシダーゼ阻奮薬の研究も行っている｡い

ずれも従来の薬物でなく,新化合物を教室で合成し薬理作

用を求めているのであって,今後薬物の立体構造と薬理作

用との関係にも進んでいくつもりである｡(2)では,最近問

題となっているコエンチ-ムQの研究と,イソニアジッド

(INAH)誘導体の研究を行っている｡､′､づれも研究に入

ってから日が浅く,その成果は今後の我々の努力にかかっ

薬 品 分 析 化 学 教 室

教 授 岡 野 定 輔

助教授 岩 口 孝 雄

分析化学はあらゆる化学の基礎であるといっても過言で

はないO化学の実験をすると必ず分離,確認定量という過

程がつきもので,分析を知らない人は化学することは出来

ない｡従って諸君が専門課程に進んで最初に行う実験が分

析などで2ケ月を費し分析化学の1部門を行うわけである

が,与えられた検体の分析操作を通じて分析化学的な考え

方を把握してもらえばよいわけである｡ここ数年間に分析

化学も大いに進歩をとげ従来の重量分析,容量分析,比色

分析,分離分析,に更に新たな機器分析最近は放射化学分

析も盛んになり,構成成分を定性定量するという静的分析

法の他に連続的に変化する化学量 (又はそれに比例 する

量)を各瞬間ごとにつかまえる動的分析法が発足し測定機

械器具類の自動精密徴量化と共に微塵分析化学の進歩はめ

ざましいものがある｡薬品分析化学も医薬品の分析のみで

なく更に広く複雑な構造や現象をあらわす物質をあらゆる

分析法を充分活用して追求して行かねばならないO現在薬

品分析化学教皇は岡野教授以下教室見5名 (中女性2名)

特別実習学生4名 (中女性1名)の′ト世帯ではあるが,薬

学科新館の一階と二階に4研究室を有し研究に必要な設備

は徐々に整えられつつあるD岡野教授は東大薬学科薬品分

析化学教室 (石轡 究室)の出身で以前は熊本大学薬学部

に於て薬剤学の研究をされていたが,岡崎教授 に続いて

本学薬品分析化学講座の教授として辱任された｡先生の専

門は分析化学ではあるが,学位論文の化学療法剤に関する

ている｡

研究設備は本年4月からの教室でもあり,充分とはいえ

ない｡年々充実して行きたいものである｡研究に設備の充

実が必要なことは当然であるが,優れた研究が必ずしも行

き届いた横間で行えるとは限らないDぜいたくは出来ない

が,現在のテーマを行ってゆくのに不便は感じていないの

が現状である｡当然のこと乍ら,公私の別を明かにし,秩

序を守ることを教室内の規約としているD

教室員は卒業実習学生を含めて,気の付いた点,改良す

るべき点はどしどし云ってゆきたいO学生の強い希望によ

り毎週一回のゼミナ-ルを始めたO

卒業実習生は本年は5名で,皆意欲的に実験に専念しつ

つあるO学生が教室に入って感じたことであるが,粘り強

く,じっくりとやるのが東北大学生の特長であろうか,そ

の点はそのまま教室の気風ともしたいと思う｡

助手は浅見行-君,高仲正君,研究補助は北村百合子さ

んである｡いづれも若いファイトマン (及びファイトウー

マン)である｡ (福田英臣 助教授)

研究からみても,前々から生化学研究に興味をもち現在も

生命毒見象に最も関係の深い物質である核酸(RNAとDNA)

をとりあげいろいろの方面から研究を行おうとしているo

まずその構造と生化学的現象との関聯を追求するためには

polynucleotlde自身の研究も勿論必要であるが,それ よ

り構造の簡単な 01igonucleotideを Monon11Cleotideか

らの合成と逆に Polynucleotideからの分解の両方法から

つかまえ,その生化学的械能を研究し,よりPolymerへ

と進めて行くことが核酸の構造と機能を明らかにするため

には重要な手段であるD核硬板の合成法は通常の有機化学

的合成法に加えて酵素化学的合成法も重要であり,反応温

度は常況又は低温で行うものが多く,反応自身より未反応

の原料や数種の生成混合物中から目的物質の分離が重要な

部門をしめるイオン交換樹脂電気泳軌 クロマtトグラフイ

ー等の分離分析法を有用し物質を分離精製して行かねばな

らず,ここに於ても分析化学の重要性が再認識されるわけ

である｡一方,Polynucleotideの分解には粘度,pH,紫外

線 (入260m u) 吸収が著じるしい連続的変化を示すので,

分解過程の物理化学的研究には従来の UVspectrophotO-

meterとpHmeterとの連動装置が必須なものとなり分析

機器の改良がなされねぼならず,機器分析の重要性がうな

ずけるであろうo核酸はこのように化学全般に関係あるの

みならず,いや現在科学のめざましい進歩といえども未だ

にその本体は何であるか全く不明の癌にも,密接な関係を

有しているのはいうまでもない｡従って全世界の学者の注

Elの的となる物賓でもあり'それだけに研究の重要性も大

きく,今後我が教室娃岡野教授を中心として我々の絶えま

ざる研究が必要である｡一方我が敬重は研究の反面,学生
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の教育面では学生中心主義であるB大きな夢をもった学生

の意見を大いに尊重し ｢大いに学べ,大V/に遊べ｣を両立

させて行きたい｡昼休みは運動に,日曜日には時には教室

そろってピクニックに行き気分転換をやって自然にひたる

という家庭的な雰囲気もあるOしかし,実験化学は実験を

重要観するという実験第-主義の免生は,研究室の実験態

度については非常にきびしく訓練されるのも又当然のこと

でしょう04年生後期に課せられた特別実験略,チ-マの

研究を通じて少くても何か一つ自分のものにして卒業して

もらいたい｡そのことが将来大いに役立つこともあるだろ

うし,学生時代のなつかしい一つの思い出にもなる｡私も

石館研究室の出身ですがまだ苦く,これから核酸の研究を

やろうと思っている｡全く学生と同じような気特で自分で

もあきれる位である｡ (岩口孝雄 助教授)

薬 化 学 散 華

教 授 加 藤 鉄 三

大正8年生れ,昭和18年東大医学部英学科卒,前東京薬

科大学教授,その間一年間ノースカロライナ大学で研究生

活を送った｡トリメチルピリジン誘導体の合成｣で学位を

とり,ピリジン化学及びピリジンNオキサイドの研究を続

けている｡

助敏捷 山 中 宏

静米中,｢建設期の急がしい教室を抜け出して魂な生活
をたのしませて頂いて甚だ申訳ないO帰ったら,その埋め

合せとして雑用は一切引き受けるから,云々････=｣といっ

た旨の手紙を書いたことがある｡本人の記憶は定かでない

が,異化の教室員全員がそう言うのだから確かなんだろ

う｡

さて仙台に帰って来て二三日したら,｢今度,アミコス
に教室紹介の記事を書くことになったから,執筆 して呉

れ｡｣との話であるO｢冗談じやない,仙台には半年しか
居なく,それから一年留守にし,市もまだ着いたばかりな

のに'書けるわけが卑いじやないかO｣と一応逆らっては

見たものの,例の手紙の一件を持ち出されて ｢これも雑用

のうちだ｡｣と開きなおられて見ると,何ともいたしかた

なく,遂に承諾されられてしまった｡

いよいよ書く段になっても,一年の不在がたたるのか,

もともと文才がない,のか,とも角どうしてよいか全く見当

がつかないOそれで一応参考のためと思って,各大学の薬

学部 (又は科)の学内誌を引っぼり出して見たOどれもこ

れも,lo苧,20軍,又はそれ以上の歴史のある敬重の紹介

であるので,書いてある内容がまことに立派であり,廉一

研究テーマに調する部分など,大部分が国際的脚光をあぴ

て居るものであるだけに,記事そのものも実に堂々として

自信に満ちており,殆ど参考にならない｡のみならず,そ

れと比較すると,こっちは開設以来18ケ月｡｢手前どもの
方は'かくかくの見解のもとにこの研究を,この様な角度

から行って居ります.｣と大見えを切れるようなものはま

だ持ち合せていない｡｢こんなことなら見るのじゃなかっ
た｡｣と思っても,見てしまったもの往いたしかたなく,

これを思いあれを考えるにつけ,出るものは漕息と煙草の

煙ぽかりとll.った次第になってしまった｡

｢だけど物は考えようだ｡そんな立派な教室だったら,

今すぐとはいわなくても,何年か後に俺達だって出来ない

ことはなかろう｡幸い教室は加藤教授というまさに三原監

督に匹敵する名伯藻に率いられて居るのだから,あとは教

室且の誰かが秋山になり土井になり近藤になれば良いわけ

だO要は一人一人が銭のとれる教室且になるようにつとめ

ることだ｡｣と考えたら,幾分気特も薬になり,滞息も止

って来た｡

そんなわけで,薬化学教室は目下の新建設期に当っての

作観として,当分複素環化合物の領域から出ないつもりで,

〔どのチームもホームグランドでは強いからとい う理 由

で)5人の散童貞が,加藤教授を中心として,その分野で

もろもろの戦法を研究して行くことにして居る｡複素環化

合物の化学は,例えば炭素芳香環化合物の任学の如く,よ

く整理されて居るとは言い難いから,実験が予想通り行か

ない場合の方が多く,それだけに面白いものであり,近き

将来,菩々の誰かが一発引っ一かければかなりの進展が期待

される｡

三原僻は大洋勝利の原因を語った時に ｢人の和は大して

重大なファクターではない｡チームの勝利がふえるにした

がってチームワークは自然に形成されて行くものだo｣と

言ったとかO私は80%位の三原教信者であるがこの点に関

する限り,彼に同意することが出来ない｡理由は又械会が

あったら述べさせて頂くとして,研究室における人の和と

いうものの重要性をしみじみと感じて居るOその点薬化学

教垂はかなり理想的に行って居ると考えてよく,これだけ

が今のところ自慢に出来る唯一のたねだと思って居るO

果してチームワークよく天下を制するか,はた又一発屋

よく勝利の得点をたたき出すかOお代は見てのお帰りとい

うことにして,今後の進展に御期待を乞うb

(山中 宏 助教授)
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図 書 室

図書は薬学研究の原動力になるもので,緊急の完備がの

ぞまれておりましたが,幸い皆様の御協力によって,薬学

図書室を新館の二階の南側に作ることができましたので,

薬学図書室の概況について,簡単に御説明しますO現在,

亀谷教授が国書主任に当たられ,図書室整備のため,新し

い方法をとり入れられながら,いろいろと御指導して来ら

れました｡そして一般事務的なことを,栗田が務めており

ますO

図書室と言いましても,新設して間もないものですか

ら,昨年までは,拝島 和書とも少々,名ばか りでした

那,現在は,いろいろと設備も完成し,最近購入した新式

の鉄書架も備えつけられ,バックナンバーの補充'製本な

どに多忙を極めておりますO又最近は薬局より410冊ばか

りの本も入りましたので,次第に図書らしく,落ちついて

まいりました｡

主なる本として,目下のところ集中的に洋書をそろえる

ため,ようやく,パイルスタイン,ケミカルアブストラク

トだけをそろえ1ましたが,そのほか40種近々の外国雑誌を

購入し,各研究室で回覧致しておりますO予算の関係上,

和春の方は,薬学雑誌,実験化学講座,その他漢方に関係

の本のほかあまりございませんが,おいおい集めてゆきた

いと患いますQ

設備としましては,文献複写のために,デベロップもあ

りますので,単時間に文献が複写され大変便利ですから,

御利用願います｡

将来は,書庫と閲覧室は別々になる予定ですが,現在は

一緒なので,学生の利用もふえている現状ですが,暫く御

幸地顔います｡

以上簡単にのべましたが,採光もよく,また壁の色も書

架も明るい静なダリ-ンなので,一体に明るく,落ちつい

たよい感じの図書室となりましたから,気軽に御利用下さ

い｡

今後とも,l/.ろいろ工夫して利用される方の便宜を計り

ながら,努力して参りたいと存じますD (栗田君子)

CICIC
o一=
H2-COON

-COOH

H2COOH
☆日本で生れた新しい鎮咳剤で､弊社の聴許製品である
☆非麻薬性の鎮咳剤で､普通薬として使用出来る

☆鎖咳作用は非常に強力で､コデインと同等叉はそれ以

上の効果を発揮する
☆副作用が少なく､便秘､悪心､唱吐などは認められない
☆毒性が少なく長期間に亘 り安全に使用出来る

田 辺 製 薬 株 式 会 社 支店 東京 ･福岡･札幌 AV4大阪市東区道修町
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である｡

特 別 実 習 紹 介

衛 生 化 学 教 室

◎ N-methylbarbitalの代謝について

1)mono-N-methylbarbitalの合成0

2)脱メチル化反応について調べる｡ (荒川)

◎ AIcoholdehydrogenaseの分離と血中のアルコールの

定量

alcoboldebydrogenaseは広く酵母,肝,高専植物や細

菌などに含まれておりNegelelnもWuffによりビール酵

母から分灘されたOこの酵素は次の反応の触媒 としてI&r)

く｡

ethanol十DPN十= acetaldehyde+DPNH十H+
ethanolに特異的に働くので裁判化学的に血 中 alcoho1

の定盤が可能である｡ (長浜)

◎ TPNの精製

肝細胞 mlCrOSOmeには種々の異物を代謝する酵素系が

生じる事が報ぜられているCこの系が活性を生じるために

は等しくTPNHと分子状酵素を必要とする｡精製 した

TPNを利用して,異物代謝の酵素系を知ろうとするもの

(野尻)

◎ ェポキシステアリン酸とビタミンE

ビタミンE欠乏食で飼育されたニワトリは脳軟化症や溶

出性素質となるOこれはビタミンE欠乏による組織脂質の

酸故によるものと考えられる｡オL/イン酸の酸化生成物エ

ポキシステアリン酸をニワトリに投与しこの酸化物との関

係又ビタミンEの作用機序を知ろうとする｡ (水野)
◎ Coen21ymeQ

TCAcycle中にコハク酸が脱水素されフマール酸とな

る反応がある｡このHlはコノ､ク酸酸化酵素系を経てH30

となり体外に出るOこの酵素系中にcoenzymeQ (2･3

-dimethoxyI 5- methyll〕enzo-qulnOneの5位に

isoprenold結合をもつ構造)が関与しているD この補酵

素の作用機作を知ろうとするo (百錬)

◎ 有枚りん製剤の cholinesterase阻害と PAM によ

る回復

有械りん製剤の毒性はchollneSteraSeの作用の阻害によ

るものでありPAM(Pyridlne-2-aldoximemethlOdide)

がその解毒薬として発見された.しかし PAM がすべて

のりん製剤に有効とはいえないOそこで最近の有機りん製

剤についてそれらの毒性と PAM による回復の度合をし

らべ.化学構造との関係をみる. (渡辺)

薬 品 作 用 学 教 室

薬品作用学は,内容的には医学部の薬理学と非常に似て

いるわけであるが･全く同じといラわけiT･なく,薬学科と

しての最大の特色たる化学的な部面にも垂賢を置いてい

る｡従って,薬理といえばカエルの頭をちょん切って薬の

作用点を調べたり,マウスやモルモット舵薬を投与してそ

の作用を調べたりすることばかりやると思われるかも知れ

ないが,この敬重ではそうでなく,まず合成をやっJ,てから

そのモノについわ薬理実験をやることになっている.合成

といってもそう難しいものでなく,一行短か二行程のもの

であるが結構1′-2ケ月はかかり,又,自分で作ったもの

の薬理実験をや考のであるから張り合いがある とい うも

のO従三て,我々も合成の部と薬理の部に今年て卑り(合
成する教室が狭く一反にやれなかった為)M君とU君はす

でに合成が終り薬理の方に移り,0君が薬理より合成に移

り,F君はずら.とー合成を続けており,G君は薬理を続けて

やっている｡合成が最初に終り鼻高々のM君は,自分で組

み立てたプレッシャー装置を用いて,マウスのシッポを押

えては鎮痛作用を調べるべくキモグラフを措いている｡薬

理に移りたてのU君は,今の所は静注の大家にならんと,

マウスのシッポを暖めて静脈を浮き上がらせては注射 を

し, 1回でうまくいった,今度は駄Elだと一喜一憂Oモル

モットめ喉を切り開いて1まコチョコチョやって作用がある

とかたいとかいっていた0君は,今や合成に移9,エ-チ

ル層にモノがくるのだこないのだと奮闘中｡出てくる結晶

をかたっぱLからすでに百回近く融点iRLl定し,観点測定な

ら何でもこいと自慢のF君,期待のモノの方はまだ取れぬ

らしく,ああでもないこうでもなV､と頭痛鉢巻｡カエルの

腹筋で英の作用を調べては時々キモグラフを措いていたG

君,こう寒くてカエルが冬眠に入ったんでは話にならず,

俺が薬学科で一番利用してるなと自慢の程図書館に行って

はもっぱら文献調べO以上が現在の我々の実習生活の概略

だが,他に毎週金曜日毎にゼミが開かれ,助手と学生が交

互に当番となり前もってその日やることを調べてきて,敬

授以下地の十名を相手に色々と説明講義し質問を受け,解

らぬところは皆で議論することになっているOやる内容と

しては最近の薬理学的な進歩業績が主であるが,地に基礎

的なステロイドの命名法等というのもやることになってい

る｡勿論原文は英語で,語学力は絶対に必要｡

これが我々のやっている内容であるが,その他のことと

して,やはり薬理実験をやる以上どうし,てもマウスやモル

モーツトが必要で,又それが生き物である以上毎日その世話

をしてやらなければならず,又動物の体や排壮物より出る

意臭はがまんしてもらわなければならない｡もっともこの

臭いの方は,慣れればその中で飯を食える様にもなり,又臭

いが身体に渉み込んでデイトの妨げになったということも

聞かない(もっともこれは,デイトをした奴がいないからだ

ということになり保証のかぎりでない)からいいとして,

排惟物の掃除の方は党償していてもらいたいO (福島)
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薬 剤 学 教 室

当教室では学生4名が,4つのテーマにとりくんでい

る｡以下各テーマについて担当者の記す所である｡

(1)薬品の吸湿性について

医薬品を調剤,製剤Iとする工程中,或は貯蔵中,しばし

ば外界より水分を吸収し,浸潤,固化,着色,分解等の変

化を起す｡しかし薬局方に於ても単に ｢潮解性｣ ｢汲温

位｣等という様な外観変化のみを表現しているので正確な

吸湿は不明であるDそこで何らかの数値的表示が当然要求

される｡それには薬品の吸湿平衡図を求めるのが最良であ

る｡現在の所政湿について特に考慮しなければならない消

化卒寿剤に於てはまったく試みられていないので消化酵素

剤10握の吸湿平衡図を求めている. (酒井)

(2)耐酸性消化酵素剤サナククーゼの消化力試験について

黒麹菌の深部培養により生産される耐酸性消化酵素剤サ

ナクターゼの薬剤学的研究の一部として最初にサナククー

ゼに含まれるアミラーゼの糖化,及び糊精化,-モグロビ

ンを基質として蛋白消化力,エステラーゼ作用,セルラー

ゼ作用,スルフ7･クーゼ作用,及びホスファターゼ作用を

検討し,従来より行っている各停消化管模型内に放るその

薬 品 製 造 学 教 室

医学部の北門の一角に応用生理学教室の建物があi),当

教室はその建物の片隅を借用していますが,間もなく新館

が完成すると,当教室もそこへ移転することになってい

る｡

現在,特別実習生は九人おり研究室に全員収容出来ない

ので,半数は研究室で他の半数は新館の二階にある学生実

習生で各自熱心に研究勉学に励んでいるO

どの教室にもその雰囲気がある様に,我が薬品製造学教

室には他教室では味わ得ない独特の moodがあり,mood

ということを重んじているD この moodは烈火の如きフ

ァイト,石より堅い意志と身体,羽毛より柔かいheartに

よって出来上っている｡ この当教室の moodは長く保た

れ,当教室の伝統として生かされなければならないOもし

この moodが死なば, たとえ世界的の研究がなされよう

と,インカ帝国の妓骸となろう｡かかる故に将来当教室に

来られる諸君は, この moodを大切にすることが要求さ

れるのである｡

次に当教室の顔ぶれを紹介しましょうO釆配を振るは亀

谷教授通称〝亀サン〝,愛妻家でかつロマンチス トであ

る｡川内の高台にあるスイートホームから愛用のルノーで

通勤されている｡参謀はこれまた愛妻家の高野助教授で日

下滞米中であるO更に研究熱心な野村助手,オメデタ間近

かの humorist福本助手,紅三点の佐藤さん,熊谷さん,

飯豊さんの下に我々9人の侍達が指導承っている｡以上の

消化剤としての応用について,既知の各種酵素剤と比政し

ている｡ (島田)

(8)酸アミド類の溶解補助作用について

浮解補助剤としては,酸アミド類が広く利用されている

が,そのうちバルビタール系薬物に対する酸アミド類の溶

解補助作用を検討しているoJIC Eatonの理論にもとず
き,静解補助剤と披溶解物とのComplex形成の有無を屈

折率を榔定することにより確かめている｡以上の第一段階

として,acetamide,prop10namlde,もutyramlde 及びそ

のメチル,エチル誘導体の合成より始めている｡ (高石)

(4) イソプロピルアルコールの消毒能について

イソプロピルアルコールはエタノールに比放して安価で

あり,殺菌力の点でも優れているといわれる｡イソプロピ

ルアルコールの他の殺菌剤との効力比椴,その最適濃度の

文献はあるが,invltrOな方法で行われたものである｡最

近我国でも使われ始めたが濃度は一定せず,しかもこれら

は欧米人の実験によるデータを基礎としていると考えられ

るO今後その使用の広まることが予想されるので邦人の場

合にも適切であるかどうかを PriceのttTheserlalbasin

handwashingtest"というInVIVOな方法で検討してい

る｡ (武田)

顔ぶれの下に,当教室は情熱的で明るい雰囲気に満たされ

ているのであるO

我 特々別実習生は,各自のテーマの下に研究を進めてい

る｡9人のテーマで一致していることは,当教室の大テー

マである ｢イソキノリンアルカロイドの合成｣に基いてい

ることである｡次にテーマの一例を示す｡このテーマはⅢ
の物質を合成することが目的であるが,大略次の様に研究

を進めている｡

等 .;一望 - 慧 yHO 一一一 器む/〕Z (I,

qも CrL'

1.｡息 3 - - IfNl･{ " (q,

≡;徳 o 二 慧∈)'b R(Ⅶ,Clち

ch.

r上【と示したのは (Ⅲ)を合成する研究を進める上の計画

表に過ぎず, (Ⅲ)の合成が成功するかどうかは別問題で

も之を適く｣の意気込みでテーマに取組んでいる｡

当教室は烈火の如きファイト,石より堅い意志と身体,

羽毛より柔かい heartを持つ諸君の来られんことを鶴首

して待ち望んでいる｡ (佐藤)
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生 物 薬 品 化 学 教 室

私たちの実習では,先ず植物の採集,抽出,分離,精製

なる操作をやる｡これらの前処理をして単一物質が得られ

れば,その諸性質をしらべ,何であるかを同定していくC

最大の目標は未知物質を単離し,その構造決定,薬物学的応

用にある｡以下三人のやっていることを簡単に報告するD

海藻中の酸性アミノ酸を目標にして抽出,単離し予試験

を行っているO章毎藻は動物蛋白に比べると塩基性アミノ酸

の含量が少く,必須アミノ酸含量のバランスの点でも満足

なものではない｡しかし遊離アミノ酸としては,すでに興

味あるピロリジン誘導体や含硫アミノ酸が発見されている

し,まだ未知物質も存在する可能性が大きい｡D一系に属

するアミノ酸が単碓されているのも面白い事実である｡今

のところ教程の海藻について水浸液をイオン交換樹脂クロ

マト法で脱塩濃縮して得られるエキスについてアミノ酸の

検索を行っている｡ (京田)

ノボrzギクSeneciovulgariSの含有成分についての検

索は,原料が少ないので一応打ち切り,現在ヤクシソウ

Lactucadenticlllataの抽出を行っている.前者について

の跡をたどってみるD先ずそのメタノー)i,エキスを石油ベ

ンジンで抽出,そのエキスをカラムクロマトにかけ,石油

ベンジン,エーテル,アセトン,メタノールで溶出し二程

の結晶を得るOそれらの定性試験,融点,旋光度,元素分

析値,赤外吸収スペクトル尊からステリンの一種と同定す

る｡石油ベンジン不溶物について朝比奈式抽出を行い,エ

ーテル屑からフラボノイド二種,母液から一種を得る.務

留エキスをアンモニアアルカリ性にしてクロロホルムで抽

出アルカロイド一種を得るDその他にも沢山の物質が含ま

れるが,分離操作が未熟なため,それらの分離,精製する

ことができない｡ (草野)

ハマスゲ Cyperusrotundusの根茎を水蒸気恭留する

と茶褐色の粘網な精油成分を得る｡現在調べているのはこ

の精油成分にどんな物質が含まれているかということであ

る.これには,順序として,その一般的物理恒数即ち屈折

率,旋光度,比重,酸数,けん化数等を測定する.このよ

うな浪合物はこれをできるだけ各単一な物質として精製,

単離していくのが次の仕事であるOわれわれはこれを流出

クロマトグラフにかけ,溶媒をベンジン,ベンゼン,アル

コールと変化させ,各炭化水素,カルボニル化合物,アル

コール,酸,その他に大きく分けるOそして例えばカルボ

ニルのフラクションをとり,クロマトにかけ,更に小さな

フラクショγに分けるOこのフラクションの各々について

旋光度,屈折率を求め,そのデータよ9一緒にできるもの

は一緒にして,2,4-ジニトロフェニルヒドラゾン,セ

ミカルバゾン,赤外,紫外の吸収等より結合して存在物質

を追求していくのである｡我々は現段階では,クロマトを

終って,赤外,紫外,その他カ/レポ二ル誘導体等を検討し

ているところである｡ (柳瀬)

薬 品 分 析 化 学 教 室

薬品分析化学教室には4人の学生が配属されているOそ

のうち2人には横静分析関係のテーマが,他の2人には核

酸関係のテーマが与えられているDなお前二者には国庫補

助が出ている.次にその内容の概略を紹介する｡

-pHmeferとSpectrophotometerの連動装置の試作一

金属イオンは種々の Ligzlndと様々の Chelate化合物

を作るが,この組成はpHの変化に伴い変化する｡Spectro-

photometerに清定装置をつけ更にこれを pH-meterに

接続させ,pH の変化に応じて現われる吸収を連動的にと

る装置を考案し,pHの異なるBuffersolutionを用いて一

つずつ吸収を測定する手間を省くことを目的としているO

当面の問題は石英 Cellにガラス電極を挿入させる点にあ

り,機械装置を日立と協同試作中であるO現在 Phenan-

throline-Cu,Cltricacid-Cu,及び三者の Mixedchelate

について実験中である｡ (村田)

-Polarographyによる Morphine,Nalorphine等

の定量-

MorphineをNitroso化して生ずる21Nitrosomorphine

は極めて不安定であるが Morphine12,3-quinone-2-

monoXimeと互変異性体で quinoide,benzoldeの平衡

関係を保つから,KOH の添加によって比故的安定なMor-

phine-2,3-quinone-2-monopotassiumoxlnateに

変化する.一定条件下で処理した後,Polarographyによ

よる定童を行うとMorphinehydrochloridの済度が3×

10~3-1×10J4Mの範囲で MofPhine-2,3-quinone-2-

monopotassium oxinateの遼元波において拡散電流 Id

-CKが成立し, Morphineの定量が可能である｡(近)

-GuanoslneよりGuanosine-5'-phosphateの合

成及び AdenoslnemOnOphosphate(AMP) よ り

Adenosinedlphosphate(ADP)の合成一

当教室の主要テーマである Polynucleotldeの研究に関

連して上記の合成を行 ってい る｡GllanOSineを原料と

してまず riboseの2',3'の OH基を Acetoneで保護し

て,2',3'-0-Isopropylideneguanosineを作り,Di-p-

nitrophenylphosphateを燐酸化剤, Di-p-tolylcaboxi-

imideを触県として反応させ,2',3'-0-1sopropylidene-

gllanOSine-5Ldl-p-nltrOphenylphosphateを合成する｡

これをLiOHを用いて加永分解を行い,Barium塩として

と.り出す｡また AMPよりADP を合成する実験も併せ

て行っていSD (高橋)

-E,coliよりPolyn11CleotidePhosphorylaseの分

艇 ･精製L-
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上記の酵素は Polynucleotideの合成に関与 す るもの

で,ここでは,特殊培地を使用して振漁培養した対数期の

Ecoliを集め,その菌体を音波で破壊し,10,000×gで

冷凍遠心を行い,上選を硫安分別して粗製のものをとりだ

す｡これを Columnchromatography等によって精製ナ

薬 化 学 教 室

含窒索芳香複素環化合物に於て N-oXide基のα旺又はγ

位にアルキル基が付いて居る場合それ等が N-oXide基と

関係した興味ある反応性を持っている事は良く知られた事

実である｡

例えば

''乾,(.,虹-a: N3､c H ,∝∝ 托 .(NT
O又は(r)

〔り

ち,箪 cn(a,一 一(T3ヾH - N ob･草ヾoNH･･
0 0 0
然しこれ等の反応は 〔Ⅰ〕に置換基を導入した場合 Jア

ルキル基又は母核を変えて見た場合 (Cfも の代りに Gt15

を入れる或いは Pyridineの代りにQuinolineを使う),

反応条件を変更した場合等のデータが不足しており,その

点まだ充分よく整理されているとは云い難い｡

- t. _. ･

lJI) 【DI) 〔Ⅳ〕

-.＼一憎1･S)b R

中居建介は 〔Ⅱ〕に対する (a)の反応を

るoAssayは ADPを 用いて, PolymerlZatlOnの詰果

遊離する燐をA11en法により比色定量する｡同時にPape卜

chromatographyも行って確認の手段としている｡酵素辞

液の蛋白定量には Folln法の改良法を採用 してい るo

Polymerをなるべく多く得るよう検討中である｡(水柿)

引地学は 〔Ⅲ〕に対する (a)及び (ち)の反応を

竹内芳成は 〔Ⅳ〕に対する (a)及び (ち)の反応を夫

々受持って実験しているDこれ等の実験は収率を問題とす

るよりもむしろ反応成歳体をきちんと捕捉する事が重要で

あってその為細心の注意が要求されている｡又,

日塔僧はこれ等の反応結果の一つの応用として 〔Ⅴ〕を

2,6-Lutldineから効率よく合成する事を試みている｡これ

に関連して (b)が被安中での反応であ9且つ今後液安の

化学を大いに複素環化学の敵城に取り入れる必要もあって

柴田徹-は液安中で Indole誘導体〔Ⅵ〕又は Qu!nollne

誘導体を合戒する事を工夫している｡話はかわるがIndole

誘導体には生型作用の面に於て非常に面白い性質を持つ物

が多いからIndole誘導体の化学も又 N-oX.de との関連

のもとに再検討しておく必要がありその第一段階として

中村善次郎が各種 Indole誘導体の合成法及び化学的活

性を検討中であるO又

林春江は Pyridine.qulnOllneN-oxl(ie の4位の求核

置換の際の反応性を反応速度を測定する事により解決すべ

く実験中である｡反応速度の測定結果から反応後棒を解き

明していく事は有概化学の定石的手段の一つであるが現革

の所 N-oXideの化学ではあまり取9上げられていない｡

その点この実験はそれ自身独立的意味を持つのみならず将

来前記 (a)(b)等のデータが出揃って横棒を追究する必

要が生じた時の重要な基礎実験となるものである｡

画 期 的改 良 がぬ され た

☆Toyo新 製 品 ☆

角型重量式フラクションコレクター

遠心ペーパークロマトグラフィー

〔新 版 型

東 洋 渡 紙 (秩)
仙台市北二番T 125

記 録 型 漉 紙 光 電 濃 度 計

マグネチッ クス ター ラー
-I

録 進 呈 〕

仙 台 出 張 所
TEL@3859@0926
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= 占守の一一日

-20年前 の採集 旅行記-

竹 本 常 松

昭和15年8月13日(晴)

スキー帽,冬オーバーに身をかため,所要の食糧などリ

ックにつめて,私たち二人 (阿部又≡氏と私)は片岡湾基

地を出発,別飛に向う｡たまたま武田某と途中まで同行｡

武田氏は20年間この地でカニ碓工場の経営に当ってきたと

いうだけあって地理に詳しい｡

あちこちの山蔭に重油タンクや弾薬庫が見え,北辺守備

の第一線と感じさせるO行けども行けどもマットを摩むが

如き草原である｡その間にミヤマ-ンノキ,′､イマツ'′､

ンゴンソクなどが俵生しているo複方に幌延の連峯は早く

も雪をいただいてみえる｡空高く飛んでいるのはトビでな

くでタカの-観だと教えられる｡その昔,考古学者があば

いたカムチダ-ルの古墳が左に見えるO神之供牌之基,坐

入死出と寄.I,た木の十字架が荒磯の砂丘に懐いている.付

近を十字ケ丘とも呼ぶ由｡土こで武田氏と別れる｡あとは

私たち二人きりである｡浜辺で′､マニンニクを見かけた

が,穂はほとんど残っていない｡もちろん目的の麦角も着

生していないDこれはネズミが噛みきって地下の犬に娃こ

ぶためとわかった｡低地にはキイロキンロパイが咲いてい

るOやがて別所二郎蔵方にたどりつくO二郎蔵氏は明拍年

間,郡司大尉を長とした北千島越冬探険隊の一員別所佐吉

氏甲子息で,年の頃32,3才かO丸坊主'円顔に眼鏡をか

けた髭ショボの氏は,土間で指物最中であった｡自分で架

ける橋の名を刻んでいたのであるD彼壮この島で産れ,一函

鰭(?)の中学を卒え,再び戻って父の遺志を継いで,北千
島唯一の定住家族となっている｡三人の子女 〔長男五才'

長女三才,次男一才)と夫婦五人暮しで子供のとりあげも

El分でやったという｡

キツネ九匹,ほかにヤギ,ニワトリなども飼ってl,lたo

キツネは海藻と魚肉で飼育,ヤギは夏は放牧,冬は舎飼し

て堆肥を作らせる｡鶏舎は冬期は地中に埋め,春から夏に

かけて段々と上の土をと9除いていくという.野菜は産で

囲って浜風を避け,貧弱なのを作っていたD奥座敷にはク

マの毛皮が敷いてある｡とてつもなく大きいのに一驚｡昨

夏付近で仕留めたそうであるが,元来,占守畠にはクマが

いないので,カムチャッカか焼蓮島からでも渡ってきたも

のであろうとのことであったo庭先を流れる川は別飛沼か

ら発し,一帯は軸荘たる湿原をなしている.巾10米 ぐら

いの川の両岸に柱を立てて水中には鮭網を仕掛け,水面1

-2米のところにはテニスのネット様のものが張られてい

る｡これがカスミ網だそうで,ガスの深いこの他では,朝

夕川面に沿って渡るカモがこれに首を突込み,時には十数

羽も捕獲されるというD遠来の珍客に二郎蔵夫妻の話はつ

きそうにもなかったが,二塁半の帰路が気になりだしたの

で一家のご健在を祈って辞去,六時すぎ駅逓所に帰着 し

たD

x x X X X メ

去る日,学生諸君がやってきて, ｢もみ こす｣に ｢何

か｣書けとのことだった｡気の弱い私は,言葉を濁してそ

の場は旗よく断ったつもりでいたOところが'日を経て'

くだんの諸君がまたきて,拙稿を促すや急である｡0君や

o教授のように,平素識見を備蓄しておき,大新聞の夕刊

にまで,定期的に随輩をものするなどの才能のない私は'

こんなときにハタと,困惑するのである｡あれこれと悩ん

だあげく,やっと二十年前の北千島採集旅行の秘録(?)の

一部を再録して茸を逃れることにした｡先日,森繁人弥演

ずる映画 ｢地の渡に生きるもの｣をみたが,ところどころ

で別所二郎蔵氏を思い出し,往時をなつかしんだ次第であ

る｡ (35.10.31) (教授 生物薬品化学)

ag ● ∴ 昏 簡

日独薬品肝 炎 ー胆 嚢 炎 .胆 道 炎胆 石 症 .黄 症 .消 化 不 良 に

b I ∫ 1 lJ J j コ ｣ ~1 .

- (16)-



二 つ の 夢

加 藤 暗 -

小学校三,四年位いの男の子が家を飛び出すと,裏の垣

根を通ってすぐうしろを走っている函館本線の方へ歩いて

いった｡線路の向うには,北海道独得のあの広大な田島が

続いていた｡日は斜めになりかかって,空の一方にはもう

赤味を帯びた雲が浮んでいたo少年は線路を枚ざると,そ

の向うを流れているかんがい溝の川縁に腰を下した｡そし

て,この大きな河の流れを見ながら,その川面に映える空

の色が青から赤に変り,そしてそれが薄暗い色に変るまで

見つめていた｡別に悲しい事があった訳でもなく,又母親

に叱られたのでもなかったD

生来,僕は一人で自然の中で時を過す事が好きだったo

そして,夕食の用意が整って僕の帰るのを待っているとこ

ろに帰る事が幾度かあった｡

家族八人のうちで,男の子が僕だけであったせいか小さ

い時から独りで遊ぶ事を覚えた｡近所に同じ年頃の子供が

居なかったわけでもないのに,その人達と遊んだ記憶はほ

とんどない｡このまま本の虫にでもなったら,いわゆる

〝大したもの〟になっていたであろうが,およそ青白き秀

才とは線の無い今日の姿になってしまった｡

大学と云うものが,この世の中にある事を知ったのは,

小学校三年生の頃だったらしいD一番上の姉が,昔の高等

女学校の修学揖行にいった土産に〝子供の科学〟と云う本

を買って来て,｢大きくなったら,赤門に行きなさい｡｣

と云われたのを覚えている｡その本に書いてあった事で今

でも覚えているのは,ヤシ油から石けんが製れ畠と云う事

であるO

僕のワンバク時代は人よりずっと後れて五 ･六年の時だ

った｡その時の好敵手だった男が今,北海道で柔道四段の

青年柔道家として知られていると云うのを開いたとき,普

の事を思い出してなつかしく思った｡

家には ｢児童文庫｣の本が三十冊ぐらいあったが,その

中に ｢子供の実験室｣と云うのがあって良く読んだ｡多く

は物理的な実政であったが,姉達の使っている物理 ･化学

の教科書等と共にながめているうちに,炎色反応やプリズ

ムによる白光の分触な-どが気に入り;先づやったのがナト

リウムの炎色反応で,バーナ-の代りにアJt/コールランプ

.を使い,石綿の代りに脱脂綿を使い,これに食塩水を治し

て薄暗い部屋でやった事を今でも憶えているoこんな事を

やっていたものだから,子供のよくやっている遊びはほと

んどやらないでしまったo今考えてみても,子供はやはり

子供の中にはいって子供らしい遊びをするべきだ と思 っ)
て,その頃の事が悔まれる｡だから,今でも小さな子供達

が遊んでいるのをみると一種わ興睦をおぼえるb

.こうして小学校を卒業すると,旧制釧路中学校に入学し

たが,一年余りで父の郷里の大分に転校し,ここで中学,高

等学校時代を送った｡クラブ活動も終止化学部に席を置き

汽車通学をしていた関係上,いつもならもてあます時間を

ほとんど部室で過した｡何をやっていたかと云われても,こ

れこれと云える様なものは何もやっていないが,薬品室に

這入って,並んでいるビンを見ているだけで楽しかったD

そして,将来化学者になる事を夢みて大学に進んだが,

富沢分校当時も教養部の化学部にはいった｡この頃,四人

の学友と共に井上助教投の部屋で有機実験を見せていただ

いたが,今考えてみて,この時の事が一番為になっている

様に思う｡こうして何とか理学部の化学科を卒業した｡そ

して今,化学と云う奥の知れぬ巨大な山の登山口に立って

いるO僕はこの山に這入る権利だけは与えられたDこれか

らは自分の努力一つにかかっている｡そして,改めで化学

屋でない化学者になろうと決心を確めている｡

もう一つの夢,それはずっと後になって生れたo

我々は科学者である前に人間でなければならない学問的

にはいかに優れた学者であっても,それが家庭をもかえり

みられずに為されたものであるならば,生晴の基盤から走

離したものであるから真の科学者と呼ぶわけにはいかない

こう書けばもう見当がついたであろうDその一つの夢と

は理想的な家庭をつくる事である｡

-結婚は人生の墓場なり･･･などと,款もらしい事を云って

いる人達もいる様だが,そうなるもならぬも,その家庭を

作っている人達の心がけ次第ではなかろうか｡僕はそんな

状態には決してしないつもりである｡

しかし,こういくら力んでみてもこればかりは独りでは

出来ない理想的な家庭を作るために,僕と一緒になってこ

の日的の為に力を借して呉れる人がいなければどうにもな

らない｡一般論として,結ばれるべき両者は,互いに相手

の人格を噂重し,対等の立場に立ちながら'共通の理恵に

向って力を合わせてゆかなければならない｡

だから,男の立場からみても,女性の立場からみても,

相手は誰れでも良いと云うことはあり得ないD

だから,そう云う人物が現れて深く知り合うと云う革が起

らなければ何とも仕方がない｡結局,独身と云うことにな

る｡全く妥協のない様な理想的な人と云うのは居ないだろ

う｡しかし,どうせ妥協なのだと云う事を頭から前程とし

て行動するのと,少しでも理想型に近いものを求めるのと

では本質的な違いがあるdとは云うものの'.現実には仲々

国難なものである｡幾度となくこの説を放棄しかけたがあ
T
と二三年性この.説をとる事にして,それでも駄目ならば僕

の考え方なり,行動なりに本質的な誤りがあるのであろう

からよ(L検討してみる事にするB

人牲夫々夢を持っているO夢を追うと云う事を単に ｢ロ

マンチック｣と云う言葉でゴマカシてしまわないで'お互

いにその夢を育てる様に努力したいものである｡

(助手 教養部)
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液体亜硫酸中での

acetoximeの反応について

庄 司 竪次郎

今年の夏休み非永存液化学研究所戸倉研究室で学生実習

をやるチャンスがあった｡以下はその時行った内容の一部

である｡
＼
l l
㌔/

EE…> C-NOH+≪∋ + cl
＼
l 1.Llq

の反応を行おうとして先ずacetoxime5.2g(1/14mol)

を 11qSo空13ccにとかすと簡単にとけた津黄色溶液とな

る｡次に trlphenylmethylchlorlde19.8g(1/14mol)を

同様に耐圧ビン中で90ccの llqSo色にとかした｡色は黄

褐色,その間約5分｡その二つをいよいよ反応させるため

に一一つに合せようとした時,acetoxlme辞紋が白濁して

いるのを見つけた｡まだとげのこりがあったのかと恩いさ

らに llq･SO』を 加え 約90ccとしたが自沈は消えなかっ

た｡耐圧ビンが一杯となったのと又trithylchloride済液に

とけるかもしれないと思い両者を混合したoLかしその自

沈は依然消えずビンの底に沈澱した｡acetoxlmeが最初の

観察通り完全にとけたものとしたら, これとSOBが反応

したと考えられるので,このことを先生に報告した｡

新たに acetoximeを liqSO且にとかして出来る物質に

ついて調べて下さいといわれた｡

そこで acetoXime14･6g (1/5mol,mp58-600)を liq

SO2約 25ccにとかしたo完全にとけた｡約 1分後日濁し

し始めたOこれを氷で冷やし (-150寒剤 NaCl)約 1時

聞役みると無色の針状結晶が llqSO月中にみ られたo回

りの紋は透明であった｡常温に戻すと又白濁したがその時

は先ずその針状結晶がとけて消滅してから改めて白濁する

ことがわかった｡-これより白濁を作っている物質と針状結

晶の物質とは異物のものではないかと思った｡

acetoximeを合成した時,結晶の形成を観察していたの

でその針状結晶は未反応の aeetoximeらしく冷されて溶

解度が小さくなり従って結晶してきたものと推定したO

常温 (約28-300)で5時間放置した後,SOBをとば.し始

めた｡ビンのロに塩化カルシウム管をつけ,さらに結晶が

飛ぶのを恐れてロ紙をつけておいた｡栓をあけ一晩放置し

翌朝残った物質をビーカーにうつし,減圧乾燥した｡物質

12gを得た｡白色結晶で臭いは acetone,acetoximeとも

違っていたompは 510でしめり52-550で一部とけるが

約 2/3は1550附近で褐色に変化し,キヤピラリー中で気

泡の立つのがみられた｡

この物質は ben2;01には加温してもとけず acetoneに

はとけるものととけない部分とがあった｡

硫黄の定性分析を行うと存在することがわかった (ナト

リウム溶融試験)そこで acetoneで分離することにした｡

㊨:4.1g白色粉状

1acet｡｡e mP1550附近で赤変始

;Li 完 5｡ 〟 で気泡姓

圧毎J

acetone,sol
-
l

⑳
S

acetoneとぼす1@
191-1940でとけた｡こ

の時はほとんど黒色とな

っていた｡

:存在,N:不明, (Sと混在しているときは定性

反応しにくい)有機溶剤に不静

⑧ ニ5.4g針状結晶 :mp52-570

acetoximeと◎とを混融試験するとmp54-600

故に B-acetoコ⊂lmeと見なした｡

耐 性 ブ ド ウ 球 菌 に ./■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■･.-

米国メルク社撞携

CA甘HOMYCIN c#A*pYslJU-三言-/S
基準名結 晶ノポ ビオシンナ トリウムカプセル

適 応 性

葡萄球菌感染症 :敗血症,髄膜炎 (脱隈炎),心内膜炎,産裾熱,化膿性腎孟炎,蜂巣織炎,よう

(カルブンケル),庁 (フルンケル),乳腺炎,耳下腺炎,肺膿癌,膿胸,脳膿癖,乳様突起炎,

中耳炎,化膿性関節炎,膿折疹,皮膚感染症,眼化膿症等｡

変形菌による尿路感染症 :尿道炎,虜此炎,腎荒炎等.

m9.1 明 治 製 菓 傭 if会 社
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歯の分析結果 :Cニ19.88% 19･88/12-1.66

H:5.41% 5.41/1-5.41

N-15.76% 15.76/14-i.12

NOZ
I

A+H包N-NH-ぞ≡T> NO2(-P1980)の反応をみる｡

これは先生の助言で A を 諾 ;)C-NOSO2Hだろう

との推定からもし, 2.4-dinitrophenylhydrazineと反

応すれば hydrazineが hydrazoneに1な｡顎 )C-
NOqI

N-NH-ぐ=TラーNOBがえられ･ これは文献によると -p
1260の物質であるD 従ってはたして A が,未知の物質

顎 )C-NOSO㌔Ⅰであるかどうかをさぐることにした｡

NO旦I
A.H2N-NH-く二〉-N02を水+EOH約批 Cにと
1g 2･7g

かす｡しかし一部の hydra2,ineはとけない｡200cc三角

フラスコで35分refluxする｡溶液赤色,未反応の

hydrazineがあったので温時ロカし母液より赤堤色の結晶

をえたompl180附近でしめるが.大部分は1300を over

してもとけない｡これは原料 (mp1980)らしいのでこれ

と反応生成物とを分離するためにいろいろ有機溶媒をここ

ろみたが原料は acetoneにとげやすいが反応生成物 と恩

われるものはとけにくいことがわかったDそこで acetone

を少量加え手早くロかして生成物と思われるも?の密度を

高めた｡

mp124-1260-部まだ原料らしきものの痕跡ある｡

これよ｡A- 諾 …)C=NOSO㌔Ⅰと推定したoなおこ
の反応でできるNHBSOBH は Ooで水100ccに20g,700

で40gとけるのでロカした時のぞかれたと思われるo
NOl【

EE…)C-NOSOnH･H2NH-≪≡≫-N02嘉一蒜
NO2I

8琵)C-NnN/ぐ:_)-NfIB･SOSH
なお先生と相談この物質をacetoxlmino101Sulfinicacid

と一応命名することにしたD又赤外分析にかけ,つきりさ

はせることにした｡

C H:N-1I5:1の分析結果を得たが acetoxlmln0-

0-sulfinicacldはC:H･N-3:7･1にならねばなら

ないoこれは多分 acetoneの乾燥が不充分:だったという

ことと,⑳ そのものが Crudeであるためと思われるO又

mpの高いのは ionlCbondのせいであり,有機溶剤にと

けなかったのは無機塩的になっているからであると思われ

る｡

記 )C-NOH･SO2- g≡;)C-NOSO2H
実験期間 7月15日-28日

〟におい〟について

高 石 勝 夫

食物の味を完成する上に密接な関係があり,単なる味覚

よりも喚覚の加味された所謂香味の味は食物の妹を大いに

左石する｡朝敵,芥子等の香,魚や肉の風味といわれるも
のの中には喚覚による要素が多分に含まれているのであ

る｡このように食物の蛋要素であるにおいについても,喚

覚は個人差が大きく,また経験や熟練によって上達し,引

続いて一つのにおいをかぐと映発の疲労を来たし,終りに

は全く感ぜられなくなるものであると同時に,においがそ

の種類も多く,多くの場合教程のにおい成分の混合された

ものなのでその分類は極めて困難である｡化学の本などを

見ても,アンモニアは刺戟臭,亜硫酸ガスは刺戟臭と書い

てあるが,両者は明らかに相具し,またヨードホルムは特
異な兵,ク｡T=ホルムは特異な臭と書いてあるが,これで

はどんなにおいなのか少しもわからないのである｡におい

の科学的分類は Henning氏によって行われ,彼はにおい
を次の6つに分類し基本香としたo

花香 (花の香)黒番 (果物の香)薬妹香 (丁字,肉桂な

ど薬味の香)樹頒香 (樹脂,杉葉などの香)焦臭 (コーヒ

ー,カラメルなどの香)腐臭 (腐肉,腐卵などの臭)

また加福氏はこれに握臭と酸臭を加えて8基本香とし,
Zwaademaker氏はエーテル性香,芳香性香,バルサム香

新香,脹兵,蒜香,焦香,酸敗臭,麻酔香,砺吐臭の10に

分析した.

においの本態については色素痕における発色団 (呈色
団)のごとく,分子中に発香団 (発兵団)が考えられてお

り,これに次の様な原子団があげられている｡

-OH, -C0-, -CHO, R101R, LCOOH,
-COOR,-C8H5,-NO皇,-ONO,-NHL,-NCS

においと分子構造については可成り広汎な研究があり,

例えば前記原子団の位置によってにおいの種杭等もかわ
るものである｡

昔の調和がある様に,においにも調和の現象があるD二

つの有香物質を混じた場合,それが喚ぎ分けられるような

のは調和ではなく,例えばアルコ-)I,に葡萄糖,有機酸等
を配して造った合成酒では明らかに7ルコール臭を感じる

というが,これに反して醜造清酒には徹和した複雑な香が

あるO紅茶にウイスキー,肉に胡坂はよく調和するもので

あり,魚の脹臭に生妻などは遊具を相殺して調和するもの
であろう｡

･尚 n香1(と竺臭"については,両者の厳然たる使い分け

は不可能と思われるが,"香"とは %-良いにおい""臭さと

は "悪いかおり-V.などと注釈してあり現在多く用いられて

いる慣用名もこのような注釈にもとずくものと思われる｡

本文でも便宜上この恢用名を用いたO特にそれにこだわる
必要を感じなかったからである｡

参考文献

栄養化学 :田所哲太郎, 食品化学 :田所哲太郎
調理化学 :有本邦太郎, 食品の色味香 :稲垣長典
香辛料の化学 :大平敏彦
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自由 と責任 と限界

村 田 正 弘

昭和35年という年はいろいろ大きな事件のあった年であ

る｡国内に限ってみても例の安保をめぐる左右の対立は異

常なまでの興奮をまきおこし,民主々義の根本理念が攻め

て考えさせられた｡採決のため警官を導入し,国会に乱入し

たり,外国の招待客の車を襲う｡挙句の果てには野党の憂旦

長を演説中にさし自分も抹鑑で自殺する少年が出て御丁寧

にもこれを神様扱する者がいるという現況は外国人からみ

れば奇異どころか野蛮国と警戒されても無理はない｡これ

はいくら練達な外交官や東京特派員の筆をもってしても到

底説明しつくせない｡然し少 皮々肉な逆説的な見方をすれ

ば,職後の否,日本人の歩んで来た物の考え方を注意して

みるならばこの間の事情はよく理解できる｡

私はこの誌面で安院の是非や政治の論争を試みようとし

ているのではない｡ただ安保をめぐる騒動の中で,少しも

この間題に対しての破産もしないで,全学連の狂気じみた

動きをプロレスの試合の如く観戦していた観衆と評論家が

如何に多かったかを指摘したいO政治は知らないと冷静に

火を消す努力を放棄して野次馬にまわった人々-あなたは

自分の家が火事になった時,私は消防夫ではないといって

みていられるだろうか一によって火事がますますもえひろ

がリ,そ_の上少くとも生きていて日本のた桝こマイナスに

ならなかったであろう人を失い,多くの善意の人達に希望

を失わさせてしまったのだ｡武力革命やクーデターがいつ

も無知な民衆の上で成立していることは歴史が教 えてい

る｡日本が今の状態を更に改めないのなら危険性を十分に

持つと考えては悲観すぎるであろうか.

私はこうした日本人の物の考え方が政治の面ばかりでな

いことを強調したい｡或る人はこれを単に国民性という一

語で片付けている｡しかしこの国民性という言葉はよく検

討してみる必要があるO東洋の島国という地理的-ンデイ

は長l/,年月の間中国他二三の国を鹸l/.て余り外国との折衝

をもたなかった歴史的-ンティを生んだ,封建制度はよく

国民に徹底して来たO折角諸外国と交際できる機会は鎖国

という形で自らの手で失い,西欧の自由,民主の風潮が入

るチャンスを失ってしまった｡以上の条件は勿論一部であ

るがだからといって日本人の消極性,無責任性の弁解には

ならない｡福沢,酉等の自由民権運動は吉野等の大正デモ

クラシーに受けつがれたのに何故軍部専横から太平洋戦争

-突入してしまったのだろうか｡一体私達は自由とか民主

々義に対してそれを獲得しようと真に努力したことがある

だろうか｡私達の祖先でどの位の人が自由のために生命を

かけて戦ったで&.ろうか,日本の歴史上勇名な武将は数あ

る｡然し彼等の大部分は政権欲や支配欲からの戦いであっ

た｡近世になって農民一漢や九州のキリシタンの禁教反対

のための乱があったが,これとてどの位民衆に徹底してい

たか疑問である｡こうして形の上で明治維新という近代化

を迎えたDそして一番不幸なことには敗戦という犠牲の賜

物として民主々義を得たのである｡椿に日本の大衆は戦争

中長い間自由を奪われて来た｡又敗戦,戦争による損失は莫

大な犠牲であることは認めるが,それでも民主々義がやや

タナボタ気味で手に入った感は免れない｡それから15年,

日本は新日本を看板にして歩んで来たOなるほど患法を読

んでも社会科の教科香をみても大学の自治会をきいても民

主 義々が一杯である｡民主 義々と称して自由と権利を主張

する人のなんと増えたことかD更に自由主義を唱え,子供

達生徒,後輩共に理解を示す親達,先生,先輩のなんと多

いことかO反面,彼等が主張する自由と権利にきってもき

れない筈の責任の観念は失われていっている｡このため社

会生活に於いては戦前よ9却って住みにくくなってしまっ

たと欺く人が多いのも尤もと思う｡いわば自由と権利はイ

ンフレ時代の通貨の如く実質的に下落したのであるO外国

での見聞を持たぬ者が外国人を比教の対照に用いるのは噴

飯であるが,書物や映画等を通じて知る外国の社会生清が

一面で私達よりはるかに秀れている点があるDそれ壮彼等

が自由一物をいう自由,行動する自由,その他あらゆる自

由を非常に大事にしており,そして自由を守る唯一の切札

が責任であ9,したがって責任の持てる範囲で行うという

限度をわきまえている事である｡これは西欧諸国が名誉革

命,宗教戦争,独立戦争など長い苦しい忍耐強い自由のため

の戦いの未得た輝しい勝利だからであるためと考えるO実

際西欧諸国は近代ま<･外国による統治が乗に多い.そして

自由であることが如何に尊いことであるかを身にしみて感

じているのだ｡支配からの自由は家庭生静,社会生胎への

自由に拡大された.他人に迷惑を掛けないことを社会生清

の根本とし,義務を果すことにより権利を主張する態度に

は感心させられる､｡一面からみれば冷いようにみえる家庭

生清一同じ家にいながら人の部屋に入るのにノックする習

慣など-も反面から考えるならその合理性が伺える｡これ

に反して日本人の物事の処理のあll,まいさはひどいoする

のかしないのかぼかすことを美徳と考えている人が若い世

代にも多いD約束の守り方などてんでいい加減である｡特

に身分が上下になると上の者は守らないでいると偉くなっ

たような錯覚を起すことがあるのは困ったことである｡そ

の上一番始末に終えないものに井戸端金敷伝統の滑疑心と

羨望がある｡自分が本心を言わないから他人の言が全てう

そに思われ,,他人を全く倍額出来なくなってしまっている｡

話合の仕方も国会を悪例の模範として自己を主張するのは

うまくても他人の言はきかない｡自分が考えるように他人

も考え行動すると断じて団体生活を乗りこえて個人生括,

家庭生活にまで干渉する｡話が脱線してきたが要するにお

互に真情を話して意見の相違点を棲め合えばl/,,いではない
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かO-から十まで同じ行動をしようとしても絶対無理であ

るo意見立場が異っても自分のしなければならない責任は

果す大原則を守っていれば少くとも社会生酒は円滑にいく

と思う｡

私は立派な社会科の教科書を持ち世界でも屈指の就学率

を誇る日本人の大人達に何故こんな利己主義者が多いか不

思議であるo高校2年あたりをピークとして最も民主的な

生徒会の委員達は人の間隙をぬい立身出世を企てる情ない

小市民に転落するO入学試験はじめ数多い非情な試験とい

う怪物が社会の先端に立つべき大学生を巽先に利己主義者

に転落させる宿命も宿命のままに任せていいものであろう

か｡

自分の安住ということを責に考える人ならば,自由とい

うものに限度があることはすぐ気がつくはずである｡人は

誰もみな社会的な地位を有している｡地位は封建時代の如

き絶対のものではないが,その地位はその人の行動に限界

をつくるO敢えてこの限界を越える身勝手な自由を享受し

ようとするなら反社会的として社会はその人をその地位か

ら追放するだろうO-見よD窮屈にみえる社会的地位の前

進により賓畳共により大なる自由を得ることを知るべきで

ある｡不道徳をもって売物にする映画や強烈な刺激を提供

する音楽や出版物が多いD高度に機械文明が発達し,生酒

が豊かではあるが単調になる現代がこれらを求めるのは当

然といえる｡然し膨大なこれらのものに庄倒され,債定と

現実の善悪の判定の差がわからなくなり,創作の中の人物

の行動を実行するのを現代人と定義する輩が余りに多くた

っては異に自由を愛好する者が少々片著しくなっても致し

方ないと覚悟すべきであるDもし道徳教育を復括 させれ

ば,それを悪用しようとするより悪い奴等にむざむざ場を

提供することになる｡だからこそ私達が自己の責任という

問題を改めて考えて行動しなければならない必要があるB

現代の社会は英雄の出現を望んでいない｡経済界も教育

界も政治界さえも一人の大事業家,大先生で物事を処理で

きる時代でない｡科学,研究の世界では無論の事であるD

全てが協力によって成果をあげるべきでそのため一人一人

が基礎を築かなければならないotヒマラヤの峰に日章旗を

あげるのは一人でもそれには沢山のベースキャンプとその

前になん度か登頂を企てた先達の努力が実っている｡研究

第一主義を掲げるのは結構だが研究を特権としてふりまわ

す旗度は謹しみたいO性質上事務機関とは畢る故尺指定規

も困るが,研究故に他へ迷惑をかけたり,政治も芸術もし

らない弁解にはならない｡それは古い象牙の塔の生んだ憐

れむべき奇型児である｡

年会は大学に対して崇高な学問の仙人を要求するより科

学技術をもって産業文化に奉仕する社会人を希望している

筈であるE,

大学の4年間余りに無意味に過したような気がして今に

なってあわてている｡自己を振り返ってみての反省を書き

つらね諌上を汚したのを陳謝するO
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寒河江というところ

安 食 由 比 手

わが故郷 寒河江酎山山線で二時間山形までのりつけ,

山形から左沢線にて40分,本当の片田舎でちょっと見た感

じでは何のとりえもないような街である｡まず自慢の種と

なることは,そうね,お酒とサクランボ位かしら｡サクラン

ボってかわいいのよO小さな赤い顔をして五つぐらいづつ

ほおずりしてザクザクとたれているのo六月の下旬頃には

もう私達の小さい手を待っているのです｡サルのように木

登りして両手にたくさんの実をのせじっとそれを見つめる

といや見つめてなんかいない,何も考えずにバクついてし

まう｡そしておなかこわすのも忘れてしまうOそのときば

かりは私も子供にかえったような気がするo実際まだ子供

なんですけど｡

お酒も大部作られる｡だから寒河江には大酒飲みがたく

さんいるかも知れないC私もそうなったら大-んだなOこ

んどは寒河江の自然風物を解介しよう｡それは寒河江音頭

によく表われている,それをち上つと上げて見よう｡

あ,め--

そよろ春風,コイトサノサ

たもとにひめて

誰を待つやら長岡あたり

色と風味のサクランボ

いつまでながめもつきの山

サ,サ,サカ,サカ,サガェ良いとこ

ち3=いと来て見なよって見な｡

どうですかo田舎くさいと言われるかな;1:でも田舎だも･の

仕方ないよね.からりと晴れ上がった日に長岡山に登ると

田んぼと市内が一望に見波せるし,松風のそよぎの中で楽

しく語らい興じている姿があちらこちらに見うけられるO

真夏の暑い最中にもここだ馴ま涼風が吹き老若男女のll,づ

れの人の集いにもこの上ない良ll,蓉所なのです｡そこに古

びた木造の母校があるのです｡そこに朝夕偵:れ親しんだ私

ですもの｡井の中の蛙であり,.のんきな人間であるのも無

理ないことで.し.よう｡そういう目だたか ･ところに;故郷

の良さがあるわかも知れません,そして少く_,とも'私などは

その環境の影響を5.けて,このようないたっていいかげん

な人生の鰭を歩んでいるのです｡

沼 知 延 江

入学以来 ｢お国はどこですか｣｢福島県です｣｢磐梯山

とはどんな山ですか｣と,福島県人なら誰でも磐梯山を知

っているように患っているらしい｡しかし私は,いくら福

島県といっても浜通りに住んでいたので,残念ながら磐梯

山-行く機会に恵まれなかった｡今夏は丁度良い折である

からと高校の友達と登ってみた｡｢スカイライン｣をバス

で通ったが,頂上に行くにしたがって霧がたちこめ,-寸

先も見えなくなってしまった｡又 ｢磐梯山｣に登山したそ I

の時は台風が来る直前だったので,雨にふられ,風に吹か

れ散々な目に会ったOそんな訳で,せっかくの登山も天侯

に恵まれず脹下をよく見浦すことができなかった｡けれど

も五色沼の美しさ,槍原湖,秋元湖,小野川湖等,もっぱ

ら湖を鑑賞し,､キャンプファイアをたいて歌を歌いあった

ことなどが何よりの楽しみになった｡

山 形

! 武 田 土 子

山形はのんびりした静かな町である｡天災もなければ,

火事なども少年いいたってのんびりしたところである｡丸
ミカゼタクシーとかトラックとかよく聞くがそんなものは

見たこともない.四方を山に閉まれたこの村山盈地はプF .

クやサクランボがよくとれる.酉には月山,東には蔵王が.

そびえ近年これらの山にわざわざ東京大阪からぞくぞくや

ってくる｡蔵王山にも今ではケーブルカーやリフトが出来

じlr'さんばあさんでものぼられる馨である.土曜の晩の暁

登山の時などは寅暗闇に続く懐中電灯のあかpがみごとな･

曲線を措く｡t月夜の晩の蔵王登山はまた梅朗t･おる｡冬の.

蔵王も素晴らしいOでも惜しいこt;にこの頃はもうまるで･

銀座の延長句よ:うににぎやかであ.a.でも夕日にはえる樹
氷はなんともいえないすぼらしいものであるO山形自慢が.

蔵王宣伝のようになってしまいました｡失敬/

0 .◇ .
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宇 野 紀 弘

エ菓都市といえば先ず日立の名が頭に浮んで来る｡それ

だけに戦時中の様子は大変なものだった｡幼い時からこの

土地に育った私にはその印轟,戟争のすさまじさは格別な

ものがある｡第二次世界大戦も終りに近くになると米軍の

飛行機が絶えず頭の上を飛び1トン爆弾を落していく｡そこ

には直径十メートルもの大きな先があいたものだし,ほと

んどの民家は被害を受けたものだった｡ただ茨城大学の工

学部もとの多賀工専の近くにあった高射砲にわずかな望み

をたくしたものだが,一度も真価を発揮せずに終ったよう

′だったo終戦直後,八反原から鮎川にかけてのコンクリー

トの道路を米軍が飛行機の滑走路に使っていた状態がしば

らく続いたのだが,それから約十年,私の郷土日立は敗戦

のみじめな姿から立ちなおり立派な工業都市として復活し

ますます発展している｡日立市は昭和三十年町村合併で茨

城県-の人口を有するようになったO

夏になれば仙台同様繁華街は七夕で飾られ,花火大会も

催されるOあちこちに新しい工場が建てられ道路も整備さ

れて,工業都市として新たな-増の発展が期待されている

のである｡

新 庄 祭

江 本 昭 子

･新庄条という'のは戸沢帝の守り神天満宮の祭典のことで

すが,宝暦年間 (約 180年前)に大凶作のため慎民が全く

飢餓の死線をさまよう有様だったので,その時の藩主正湛

公が領民の意気を高め且豊作の祈りをこめる目的でこの条

典を盛大に行らたのが始りです｡今では科学の発達にともト

ない本来の意義はうすれ山形県のはずれ新庄盆地に住む人

々の最大の慰安となヮています｡八月の中半ともなれば達,

くから村の青年達の練習するはやしの菅が虫の昔にまざり

高く低くきこえてきます｡祭の当日は大名行列;仮装行列

と数多lll,健の中で子供達のかけ声と青年遠のはやしの音を

共う出車が一番人気を集めます｡出車は歌舞伎の名題が多

J :(義経などさかんに取られます｡鼓 栓,桜,ぼたんなど

必ず配置される中にひときわ人形が人目を引きます｡人形

の衣装もさるものながら,名匠野川陽山氏の作る{形の顔

はぴったJPあった表情と美を痘めた上品な容貌に･ははれば S

れするものがあります｡はやしの音と子供達の楽しげな足

音はいくつになってもなつかしくゆかたがけで市内の露店

商に顔を出してみたくな9.ます. "_._ _{ー_

函 館
C>-･･---･=････.･.････.q

中 村 修 子
D･･- ･-- -････-･--･･-.････4

港町として歴史の深い函館の観光都市としての一面を,

御紹介しまLiう0

年の横たわっている姿に似ているというので,臥牛山と

呼ばれてきている函館山 (山と言っても334･5メートル塩

磨)の山頂から見下す市内のたがめ く特に夜景)はすぼら

しいものだ｡今では山の設備も整ったので,十分奥 しめ

る｡真夏でも山頂は,潮風が吹いてきて涼しい｡

その他の名所としては,家木の辞のある立待岬, トラ

ピスト,etcがある｡.最近,函館の町に関係深い,詩人の

は,祈りと労働によって神に一生を捧げる人々が無言の生

括をしているのですoここでは,全く自給自足です｡女子

トラピストは郊外の静かな所にありますO男子トラピスト

は,函館から汽車で少し行ったところにあります｡汽車に

少し揺れて行くと国定公園に指定された大沼があります｡

湖面にうつる駒ヶ岳の姿はとても美しいのです｡ここでは

ボート,ローラースケート等の娯楽設備があり,現在,そ

の他の設備を整えるべく,着 準々備がなされている｡また

ここには,良く訓練された二頭の熊が居り,愛敬者となっ

ている｡

一般にあまり知られていない所でも,歴史的に意義があ

る所があるのも不思議ではないや例えば,完全なる中国の

建物として,日本にただ一つ現存しているという建物が,

函虫部CI『中華会館』として,残っているそうだO (実際ま

だ見たことはないのだが)外人基地等にも,昔の繁栄して

いた時代が思われる｡

自分の住んでいLる函館の町を'足であちこち歩き回ると

もっともっといろいろ面白い勉強ができそうである｡

高 橋 長 盛 堂 薬 局

仙台稀肴町五十⊥番地

.電 話 は)4548番
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や ま を し~

金 山 民 ~手
Jヽ ) ) ) ＼J ＼J

山があっても 『やまなし県』とはこれいかに｡こんな言

葉をよく耳にするが,山梨尉ま確かに山にかこまれた所で

ある｡南方に富士,北方に八が岳,西方は南アルプス,東方

は秩父多摩国立公園の延長であるrll々 -.朝な夕な山をな

がめてくらしている｡従って,いたって気特が大きい｡仙

台にはこう言った山が少ないためかほこりっぱい感じがす

るO夏休みに帰省し再び我家の周囲を見わたしたときは何

か,緑が別こしみるような感じだったOこの山梨即ち甲斐

の国は戦国時代には武田氏の騎士であった｡すぼらしい戟

力,深い思考力と慈悲心を持つ武田信玄,勝頼は誰でも知

る人だろうO疾如風O徐如林O侵伯如火.不動如LLloと歌

われている武田氏である｡この伝統をうけついでか,甲州

人は質実剛健だと言われる.観光面についてみるとお降り

の長野県に比べると観光地がずい分少ないように思 われ

る｡富士五潮 (河口湖,山中湖,酉軌 本栖柳,精進湖)

と鼻仙狭,あとは山ぐらいのものだろう｡産物としてはブ

ドウが第-0毎年ブドウ狩りに山梨を訪れる人々の数は相

当なものである｡その他カキ,モモetc以前は水晶も名高

かったが最近は余りふるわないようである｡以上山梨を概

観して見ました｡

帰_省 し て

吉 沢 香 子

./大学生活初めての夏休み./

/仙台土産を持って,早く家へ帰りたい./

7月ともなると,1足先きに心は三ケ月間も離れ住んだ故

郷-と飛んだ｡一口に三ケ月とは言うものの,慣れぬ下宿

で淋しく家族を思慕する私にとっては,日の過ぎる遅さに

腹立つ時もあったO

いよいよ夏休み第-日目,7月10日の早朝,晴々とした

気特で仙台に別れを告げ,一路郷土-と向う｡車中では ｢

この夏休みの中に旅行をしようo 読書もしようo 勉強も･･･

メ ガ ネ は

島 田 眼 .鏡 店

仙台市東一番丁三九 (三越南隣)

電話 (A)2435番

･･･｣等,あれこれと重みが次から次へと流れ込む.

故郷へ到着までもう30分一汽車が何となくのろく感じら

れ,私の胸は家族に会う楽しみと',二~住み慣れた郷土を踏み

たい気縛でトキメキする｡

~｢さあ,郷土ぺ着いた｣宙に浮いている様な気特で急い

で出口-駆寄ると｢うあっ,黒くなったこと,少し太った

ね｡■｣と第一号の声を掛けられた｡嬉しい様な,辛いよう

良,入り張った変な気侍になりながらも,｢ただいま｣と

挨拶をし,日照りの強い川内の原っぱで戯れる様子を話し

て聞かせると,両親はにこにことうなずいてくれたo一茂々

とした木々の緑が太陽に輝やき,夏風に葉がゆらぐのが目

に止まる｡青々と伸びる垣,花壇に囲まれた我家に足を入

れたとたん,思わず深呼吸をし,久しぶりに帰った故郷に

親しみを覚えた｡東を見れば壮大な奥羽山脈が奪え,西の

一角に,秋田富士 (鳥梅山)がぽっかりと浮び,南には,

すくすくと伸びる畑を隔てて,くっきりと浮き上って見え

る純白な住宅街･-･･････.･o見慣れたはずのこの風景にうっ

とりとさせられ,心を新たにして眺めた｡

池 沢 一 郎

僕の父の故郷 ま栃木から一時間バスにゆられて行く

山間の小さな町でありますoここでは8月13日の夕方

になると,みんなさっぱりと着替えをして山のお墓に

魂迎えに行く｡麻がらを束ねた一間余りの大きな稔明

に火をつけ燃しながら家まで霊魂を案内する｡松明の

煙りに魂が乗ってくるのだそうであるO山を下りる時

とつとつと足が早まるとll,ぶっている疎明にボーッと

火がついたりする｡遠くからみていると誠に原始的な

雰囲気で情緒あふれる,山村の周長であるD

妻 神 意 華 子

津軽半島の最北端竜飛崎-行った時の話｡今別とい

う所から4.5里の道を歩かねばならなかもた｡荷物は

船で運んだらよいということで,般若琴で交渉したと

ころ,荷物だけでは40円,人も一緒であれば30円,お

まけに学生さんだからとのことになって,二時間近く

の船旅が僅かに20円と格安になったB席ならではの愉

快な話｡

品

料
衛

材

薬

量

生
医

衛
磨

ブ タ ミ 薬 局
通 坊 127

TEL⑥代 4195
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登 山

大 山

兼 行

足 立 毅

夏休みの帰郷中に,友達にさそわれて山に登った｡その

山は白山火山帯の一員であり,国立公園でもある ｢大山｣

ダイセンという山であるO海抜1713mでその姿 が ｢富士

山｣に似ているというので,｢伯菅富士｣ともいわれて山

鹿地方の人祁こ親しまれ愛されているC｢朝日に映えてそ

びえ立つむらさき深き大山を,日ごとに仰ぎ励みつつ･-｣

これは我々の高校の校歌であるが,附近の他の中学校高校

の校歌にもたいてい歌い込まれている｡鳥取県でも端の方

に存する弓浜半島の先端に住んでいる我々は,家から20CIm

程行って海辺に出ると,右側には砂浜が弓形になって米子

まで続いている夜見ガ浜,正面には美保湾のかなたに大山

の雄姿をいつでも眺望することができる｡夕日を うけて

真赤に焼けた雲々の間にそびえ立っている大山,銀色に覆

われた大山,沖の方で漁をしている魚舟の群をじっと見守

っているかのような大山｡小学生の卿 こはよく海辺に行っ

て,新鮮な清々しい海辺の朝の空気を吸いながら大山の左

際の水平面からまんまるい真赤な太陽がのどかな海面に姿

を映しながら立ち昇るあの神秘的なまでに美しい日の出を

見ては平和感や幸福感に浸ったものだ.大山も他の山と同

じように春には登山,遠足,観光客でにぎわい,夏にはキ

ャンプ,'r萱山,跡 こは紅葉を見るため.の観光客,遠足,冬

にもスキー,登山と四季を通じて登山者は絶えない｡毎年

遭難で生命を失う者も絶えないo僕が初めて大山に登った

という与り行ったのは′ト学五年生の秋の遠足の時だった.

紅葉した黄色や鐙色の落葉がちらかっている山道をドング

リを拾いながら歩いたのを覚えている｡中学の時も遠足で

二回行き,高校の時には四回行った｡しかし頂上に整った

のは夏休み中に2人の友達七登ったのが初めであった｡3

人のうち頂上まで登った経験のないのは供だけで,A看は

2回P,Y君などは6回目だそうだが頂上で日の出を見る

という悲原はかなえられてい草いとl,,ら.細かl,,計画など

は様子をよく知っているY君にすべて任せて供らはただそ

れに従えばよいのである｡天候の関係で8月11日に出発,

汽車に40分間乗って米子に行き,米子から大山行きのパス

に乗ると1時間半在で大山の中腹位に着くバスを降りると

さすがに山である猛暑の下界とは比べものにならない塩気

痔がいい｡空気は澄みきっているし涼風も程よく肌に感じ

木臆に入るとひやりとして寒さを感じる位だoさっそくY

君が連絡を取っておいた旅館に行き持ち物を置いて外に出

る｡初桝こ石段を登って大山寺という寺に行き喜捨と書い

てある箱に10円玉を入れてつり鐘をついた.ゴオーン,ゴ

オ-ン,力いっぱいつり鐘を'勺いたら気分が清々したそれ

から河原正面登山口に行ってみてその日は早く旅館に帰っ

た｡近くのキャンプ場から痕キンパー達の歌声が聞えてく

る,大変楽しそうだD明くるElは3時に起きて身仕度を始

める｡手長シャツに毛糸も身に着け,腰には弁当を結わえ

手には懐中電灯を持って,3時半には旅館の横の登山口か

ら出発,真暗な道を懐中電灯の光だけを頼りに然 々と登

る｡初めのうちは木で縁どった段々が続き,しばらくする

ともはや段々はなくなり狭い道に木の根っこがいっぱい張

り出しており,ぼやぼやしているとつまづくし大きいやつ

になるといちいち手をかけて進まねばならず,なかなかや

っかいである｡静寂な空気を破って激しい3人の息づかい

がはっきりわかるC今度は石ころばかりの道だ,狭い道の

右側は相当急な傾斜が下の方まで続いており足を踏みはず

したら危い｡空は晴れてはいて月も見えるが,雲の存在も

無視はできない｡｢今年も日の出はだめか｣とY君がつぶ

やく,風は全くない｡｢もうすぐ4合目だ｣とA君が励ま

す,とにかく4合日までは一休みもしないで登りに登った0

4合目で少し休み又出発,しばらくすると上の方で｢ヤッホ

ー｣という声が聞えたO懐中電灯をふりまわしているのも

見えるがまだ頁暗なので姿は全然見えないDどんどん登っ

て行くと今度は話し声が聞え出した｡姿も見える.話しぶり

から大阪あたりの人らLVIo6,7人のうち女性の姿も2,3

人見える｡イおはようございます｣どちらからともなくそ
ういって慣らは彼等を追い超ルた｡まだ4時過ぎである｡そ

れから例のようにいろいろなグループを追い越して6,7

合目まで来ると少しずつ明かるくなり始めモヤモヤした朝

霧の中にかろうじて下界を見下せるようになった.帯のよ

うな弓浜半島,その先に島根半島も見える｡8台白になる

と傾斜もずっと少なくなり頂上もすぐそこに見えていた｡

5時少し過ぎてようやく頂上に着いたけれども日の掛ま雲

にさえぎられて見られずY君の6回日の悲願も破れた｡供

は水筒を持っていなかったので,頂上のモルタル造りの山

小屋で70円のサイダーや50円のジュースで我慢した｡頂上

には既に50人も60人もおりその内 3/5位が女性であるのに

は驚いた｡小学生も中学生も,高校生も,一般 の人 もい

ffLo6時にもなるとすっかり明るくなった｡雲海を見下す

気分もまんざらではなかった｡

× × ×
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ざ お う

青 井 玄 亮

8月に入ってからの山はだめだと言われているOそれは

天鉄が変りやすいかららしい｡でも僕達の場合は8月半ば

であったが,そう悉くはなかった｡蔵王くらいだから何も

心配ないのだが,何しろ僕達4人は本格的な山登りをした

革のない者ばかりなので親達が入らぬ事まで心酎してくれ

る｡テント,毛布,セーター .カン詰め,などをザックに

つめる｡一人分 3,4貫くらいになるO

蔵王温泉までバス｡山形駅から50分で着く｡やはり蔵王

に行く人は多いO四台のバスに満員だo革から降りてまづ

気づくことは風が冷たいことO

蔵王は国民温泉だけあってなかなかにぎやかである｡そ

のにぎやかな中を通りぬけて山道にかかる｡ケ-プルで登

ればいとも簡単だが,それでは山登りとは言われないoそ

れに金もかかるo (この方が先決問題なのだが)

ドッコ沼まで約-時間｡出発早 休々憩なんていう調子だ

からそんなにかかるのもやむをえないO歩く時間よりも休

憩の時間の方が多い様なものだD太陽が真上からギラギラ

照っている｡シャツもズボンもあせでぐしょぐしょ｡ドッ

コ沼の岸辺に腰をおろして焼飯にがぶつく0時に11時,ケ

ーブルで登ったやつらは先についてシヤーシヤーとしてい

る｡でも我々には歩いて登ったという誇りらしきものがあ

る｡

一応のキャンプの目的地は熊野の頂上からちょっと行っ

たところであるが,とうてい行かれそうにもない｡ドッコ

沼をあとにしてザンゲ坂のところまで来る｡今まで晴れて

いた空が急に象って,霧が近づく｡こんな風では,天気も

心配だし,上の水の債も案じられる｡それでドッコ沼の近

くにテントをはることにした｡最初の目的はどこえやら,

皆すぐにでも横になりたいという気特も大いに働いた｡手

頃な木立ちを見つけてテントをはる｡どうにかこうにかテ

トンはほれた｡残りのおニギリを食べて,テントに横にな

のる｡晩の献立はライスカレー｡ギコチない手つきでどうに

か作る.案外おいしいOあたりがしだいに暗くなり,近く

試薬は和 光純薬 .′

特 約 店 番 ノ-ークを

小 泉 薬 品 株式 会 社
仙台市長町北町 TEL代表(8)9131

小 泉 薬 局 支店大町小泉薬局
響縞 馬腎 丁 難鴇甘辛耶

LLl小屋の窓に明りがともる｡夜は焚火を囲み,持っていっ

たウイスキーを飲みながらのダぺリング｡しだいに身体が

暖たまって来る｡そのままテントに横になる｡9時30分｡

寒さで12時頃日がさめた｡それまでは暁登山をするかど

うかは決めていなかったが,どうせ日がさめたのならと言

うことで行くことkなったo用意して行ったセ-タ-やア

ンダーシャツを着込んで,下から登って来る一行を待つ｡

荷物がないので楽なことは楽だが,道がひどく,疲れるの

は前以上である｡懐中電灯の光が足もとをてらす｡上った

り下ったり大きな石がごろごろしている｡そんな道が2時

間つづくO午前3時ようやく熊野の頂上につくO登って来

た方を振りかえると懐中電灯の光がてんてんと路にそって

つづいているDはるか遠く下の方には街の明りらしきもの

が見える｡やはり上は寒く,あんなに着たのに足がガタガク

する｡皆そっちこっちにかたまって日の出を待っている.日

の出まではまだ1時間以上あるO雲が大分かかっているら

しく星が余り見えない｡しばらくすると空がうすらいで来

たO四方の山々が黒く雲間から頭を出している｡東の空が

赤味を帯びてきたDElの出だD皆が腰を上げるo雲が赤く

鞄まり,雲の切れ目から太陽の光が届くDちょっと夕やけ

に似た感じだが,どう形容したらよいか言葉に窮する｡一

人でに皆の足がその方向に向くO寒さがやわらいできたO

しばらく日の出の感激にひたる｡頂上に未練を残してテン

トに戻った｡大分疲れたようだ｡朝の食事をどうにかすま

して横になる｡今度は4人共グウグクであるo

中 村 修 子

秋/ 『読書の秋』であるOそう知りつつ も,つい

『食欲の秋』の方ばかりを満喫しがちで,もっと読書

をしなければと,痛切に感じる｡

｢本を巽うのはいいことだDもしそれと同時にこれ

を読むための時間をも巽えるならば.- ところで,

人はいつも,本を買ったことと,その本の内容をわが

ものにしたことをゴッチャにする｡｣

(ショーペン-クワ-)

純 度 の正確 斯 界随 一を誇 る

-犬印試薬一

大 信 化 学株 式 会 社

仙 台 市 荒 町 19番 地
電話 (8)3545
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十 和 田 湖

菅 原 若 手

夏休みに十和田湖-行ったDまず青森まで行き,そこか

らパスで八甲田山のふもとを通り,奥入稀の渓流をぬっ

て,子の口まで行き,船で十和田湖を渡り休屋に行ったo

最も一般的コ-なスである｡八甲田山,奥入濠を,バスに

乗って,ガイドさんの説明を聞きながら通った.そこを通

って驚ろいたことには,削ぎしい自然物,たとえば,石と

か木とか滝等には,ほとんど名前がついていることだら

た｡地と少し変った於は,からかさ栓D少し勢いの烈しい

流れは,阿修羅の流れや白銀の蘇れb二筋の小さい細い緒

は,姉妹滝｡中に払 なるほどとうなずかせられる名前も

あったO何かそのようにほとんどの目ぽしい物に,あi)ふ

れた名前がついていると,美しい景色も,つまらなくなる

ように感じた｡部分部分の美しさおもしろさが強調される

と,全体の美しきが'盤分娩れるのではないだろうかDそ

の上,名前がついていると,その物の美しさが,定義づけ

られてしまっているようで,ちょっとつまらなく感じた｡

しかし,全体として'そんな些細な不愉快は,あまり間題

にならない程,景色は美しかった｡八甲田山の頂上近くに

揺,わずかだカ道 路のわきに雪があるのが見えた｡奥入瀬

の渓流は白いしぶきをあげていた.十和田湖は水が青く美

しかった｡

磐 梯 山

桝 田 和 せ

この夏,磐梯山-登った｡観光バスの窓からながめた時

にはだらかな慎斜,尾をひくように長々と続いている裾野

だけが削こ入り,これなら苦もなく登れそうだと思ってい

た｡ところが｢旦登ってみると予想外に骨が折れた｡急な

斜面が幾度となく訪れる｡ただ頂上まで登りきることのみ

を考え,一歩一歩力をこめて脚を運ぶ｡荷物は大部分蕪の

キャンプ場に置いてきたから肩にかかる負担はない｡それ

にもかかわらず次第に速度はおそくなり,ついには列の一

番後につくようになる.前の人との間隔も広がり時々立止

っては追いつくのを待っていてくれる｡汗がすじをひいて

流れだんだん激しくなるoキャンプ場を出発したのが午前

4時他の登山者に掛まとんど出会わない｡昨晩の雨のため

径は幾分ぬかっているO白l,,ズック靴には粘土質の褐色の

しみがつく｡前に立ちふさがる木々を手ではらいのけなが

ら進むD水滴が手の甲を濡らす｡やっとやや開けた場所に

立つ｡頂上にはまだほど遠l',｡そこに立つ一軒の人家で水

を飲ませて貰う｡何といっても山中では水が一番おいしい

もの,ありがたいものであるO冷たい滑水が渇いた喉をう

るおすと新たに元気が湧いて来るような気さえする｡そこ

で再び出発するO何度も何度も休みながらだんだん項上へ

近づいてゆくOその卿 こは下山してくる人も大部いるQ互

に挨拶を交しながら過ぎて行く｡急な聾りにさしかかる｡

一角を地上にさらしている辛ごろな石を足場に這うように

して登るO下山してくる人に ｢もう少しですよ｡がんばり

なさいO｣と励まされた時には思わずほっとしたD 1,818

メートルの山頂に立ったのは午前8時半頃であったO期待

に反してそこに繰広げられた光最は都会のそれと少しも異

ならない俗っぽいものだった｡足下にはカンズメカンが至

る所にころがっている0人の話し声,トランジスタ-から

流れる昔,あちこちでおにぎりを頻張る顔々,およそ静寂

幽達と娃ほど遠いものばかりである｡しかしさすがに眼下

の景色は索晴しかった8袷原潮をはじめ大小種々の湖沼が

美しい色をたたえていた｡水に執ナ込んでいる成分の違い

によるのか褐色,碧色'コバルトブルーなど各々が微妙な

色彩の変化をみせて輝いている｡その光線の差しぐあい,

雲の浮びぐあいによって湖上に虚のさすこともあるO同じ

湖でも場所により深く黒ずんでいる所もあれば明るく反射

している所もあるo空は晴れているが時々山特有のガスが

かかる｡-それを通してぼんやりと周国の峰々が形をなして

いることもあるし,魔法にでもかかったように目の前には

全く何も見えなくなることもあるOやがて次第にガスは消

え去り周囲の物が前よりも一層明るくあざやかに感じられ

る｡下山の時は前と同じ篠を今度は苦もなく急ぎ下りる｡

登山者はますます多くなり細い径の傍で通り過ぎるのを待

つこともしばしばであるC山頂から見下ろした沼の辺りに

出る.そこに立ち止って今下りて来たばかりの磐梯山の雄

姿を望むoその時はじめて自分はあの山頂に立ったのだと

いう自覚と感激がにわかにわきねこった｡山は静かに,荏

厳にそびえている｡あのふところにあのような多くの人々

を抱いているなどとはとても考えられないし,目前に見た

時には真味がかかった緑色を帯びた峰々にしても,山頂の

すぐ近くに鋭くそびえていた岩山や深い谷にしてもおかし

がたい威厳などは感じなかったD今や深ll,藍色の中に包ま

れた山頂の凹凸をながめながら自分は本当にあの山1割こ立

ったのだと何度も心の中で繰返した｡

× X メ

○ ○ 船 木 清 子

偉大なるミノレ日く

r満足せる豚であるよりも不満をいだいている人間の

ほうがよく,満足する愚者であるよりも不満をいだい

ているソクラテスであるほうが良い｣と｡

では不満をいだく愚者であっては｡
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二人で汽車を

荒 川 睦

いわゆるアルプスについては,君も知る機会が多いと思

うので,東北地方の山について知るところを汽車の窓から

眺めてみよう｡

上野を発ち,平坦な田島をにらんでいると始めに目に入

って来るのが,白河,郡山を過ぎて,磐梯,安達太郎山で

あろう｡正月休みの帰りならば,二本稔で下車し,岳温泉

までバスであるD安達太郎,野地を経て福島までのスキー

ツアーは,他には求めることの出来ない充実した一目を約

束してくれる｡ (勿論,外地を知らないから日本での比敏

である)香車連峰は新緑の頃,アノコと二人で磐梯高原ま

で散歩するのが良かろう｡次に目に飛び込むのは仙台に御

禄の深い蔵王である｡秋か冬を推めたいO上ノ山,高浜,

鎌先,峨々,脊板,遠刈田温泉の中では,二人以上の時に

は高湯,それ以下の時には峨々を選ぶレ仙台を過ぎると青

森まで岩手山を除いて山らしい山のないのが不思議 に思

う｡岩手山はその昔富士山と高さ政べをやったと言われる

だ桝こ如 ヒ地方で二千米を越す鳥梅,飯豊に次ぐ三高山の

-つだO確かに富士山と同じコニ-デ形の美しい山だが,

11月ならばお釜でスキーをするのも良いだろうが,わざわ

ざ来る山でもあるまいO例のワンコソバでも食べて気を柱

須 川 紀 行

兼 松 明 子

太陽はまだ出ていないが,もう夜明けになるのだろうO

テントの隙間から薄ボンヤリとした光がさしこんでいた.

そこには露をのせた細い雑草の一群が内と外との界をなし

ていて,その生々とした緑は,私達が自然の中にいるのだ

ということをいやでも感じさせてくれる｡テントの中はま

だ暗い｡隣の友人はまだ軽い寝息をたてて夢の世界をさま

よっている｡私はグランドシートの下でゴツゴツしてい

る地面をいまさらのように恨めしく思いながら,それをま

だ意識していない友を半ば羨しく,大きく背伸びをした｡

ここ須JH岳は標高1,627mo岩手,宮城,私田の三県に

またがり,/トさな温泉場をもった一名栗駒山とも言われる

山であるo開発道路が伸びていて楽に登れるが,私達は山

の空気がすいたくで,オーレン峠を経て磐井川渡河点に至

る旧山道を通ることにした｡山腹を九十九折りにぬってい

く,うつそうとしたブナの大木に強い日光を速ざられた道

を,それでも汗びっしょりかきながら登って行く｡完全装

備の2人組に追い越され,ふと足もとを見ると,木々を通

してさしこむ太陽の光に下草がまぶしく光っているオーレ

らす所だろうO青森で汽車を降り,バスで八甲田山には是

非行きたい｡それも五月の連休の卿 こ限る,その他の時期

ならもっと良い所があるからだoIP?ATSUすべって

一風呂あぴるのも,アカのたまったサラリーマン (君もい

ずれそうなる1)には欠かせない味であると想像出来る｡

岩木山もリンゴと共に有名だが僕は知らないoEl本海岸を

南下すると悲しきLLl,鳥海山が梅に落ちよとばかり迫って

いるE,真青なEl本海だけを目の下にしてチヨッカリをやっ

ていると道に迷う破目になるから念の為｡いずれにせよ吹

浦からのコースは近い将来,春スキーとして東急あたりが

目を付けなければ,僕が狙う所だDだが厳冬期にはここ程

風雪の激しい所は他に知らない｡シべリヤからの風が,日

本海の水が直接氷になる所だ｡帝田から陸羽西線で南下す

ると出羽三山の一つ月山の雄大な姿にみとれることだろ

う｡月山,朝日連峰は峰続きであると言って良いO共に左

沢線で寒河江から入るのが普通だ｡岩手県早弛峰山と共に

高山植の物美しいものが咲き乱れる姿が印象的だ｡朝日の

南に続く山々が東北の雄,飯豊連峰である.この山こそ若

さのある時,登るべき山なのではないだろうかO若さ/戟

々が永い間若き情熱を打込んで来た山だOあの沢,あの屋

根なつかしい短かった東北生活であったが,又二人で,い

や孫を連れて,あの道,あの′ト鼠 あの温泉を廻らんこと

を!それにしても何んと老後の楽しみになるべき山々の東

北に多いことよ｡残る友に幸あらんことを祈ってめまぐる

しかった旅行も終着駅に着こう｡

ン峠をこすと道はほとんど下りになったO台風にでも倒さ

れた木々をのりこえ,岩くずれの道を通り,ようやく渡河

点に達する｡ここから先はいささか急な登りで健脚ならい

ざしらず,私達には閉口であったOやがてもう温泉場だと

思われる頃,道はほぼ直角に開発道路に交わるO道端の岩

を沿って流れ落ちる冷たい水に喉を潤し,元気をとりもど

して又歩きだしたが ･-もう着く頃なのに｡広い道路は仲

進々まない｡せっかくの水も皆汗となってしまう｡とうと

ういくらも行かないうちに道鰍 こ腰をすえて,7-ツと熱

い息をはきだすO通りかかった強力さんと挨拶をかわすo

｢さあ,行きすべD｣もう動けない.強力さんのがっしり

した肩に支えられた大きい荷物.何貫あるだろうDとにか

くもう少しだ｡私達もようやくおみこしをあげた･

午前三時半｡頂上へ登るならもう出発した方がよい｡お

ねぽうな仲間を起そう｡さっきからもう幾組かのパーティ

が行ったようだoようやく4時近くなってから出発｡道は

谷JlHこそっていくD火山灰がジャリッと昔をたてる｡川べ

りを岩づたいに行くO流れを渡るOどうも道が変だOこん

な所を先の人達は登ったのかしら｡道らしいものはなくな

って川の石づたいにしか行けない.帰りにうまくとべるか

汰?友はどんどん先に行く｡仕方がないからとにかくつい

て行く｡と急に広い台地に出た｡
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新噴火口O周囲一帯ただ自ちやけた火山灰,それをとり

まく山々の緑がきつい.先に行った友がいかにも小さいo

火口は湖になってl,1て静まりかえっているO-点のくもり

も一片の波紋もないO湖の中にも山々があり,空があって

夜明けの雲が流れていく｡｢トルコ石をはめこんだよう

だ｡｣友がつぶやく｡

これから本当のコースにもどった｡道は急に険 しくな

るo左手前方に見えるのが山項Dまだあんなに遠い｡もう

いやになった｡はく息が荒くなる｡石ころまで急に大きく

なったみたいだO足をあげるのさえおっくうだO暑い,セ

-タ-はぬごうDまだ遠い,まだ高いO｢水は頂上に着い

てからO｣と友D意地悪,今飲みたい｡もうカラカラだ｡

やっと分岐点に着く｡あと二十分尾根づたいに登らねばな

らない｡ここまできたら仕方がない｡シヤクナデの白きが

港木の緑の中で光っている｡あの岩まで,あのケルンまで

もう少し｡

自然 を愛 して

武 田 尚 子

掃秋,帰仙の汽車の中から,私は山の微妙な緑の色合い

渋い色の岩肌,そしてその色と実によく調和する緑,下の

方を所々しぶきをあげて流れていく清流等を眺めるのが大

好きである｡-年の頃は横黒線より仙山線の方をよく利用

した｡作並と山寺の間の景色がすぼらしいからであるD滝

や緑,栄,清流が豊富なのだOそこを通る頃になると窓に

かじりつくようにして,汽車がもっとゆっくり通ってくれ

ればいいなあといつでも思いながら,過ぎさっていく景色

を名残り惜しそうにみやるのである｡

しかし,山形から秋田までの間は単調な田んぼが続 く

し,この線を利用すると仙台から秋田まで8時間もかかる

のが欠点であるoそれで2年になってから,新設された鳴

子経由の準急 ｢田沢号｣で行ってみよ/ぅとと考えたO

仙山線とは別の美しい風景があるだろうと期待したから

である｡期待通り,鳴子,大滝付近などは素的だった｡大

滝付近は仙山線の風景に似た,緑と岩と渓流の景色だった

が,鳴子付近はそれに加えて,ゆったりとした形の山を背

景に,広大な砂原を幾筋もの川が流れていて,いかにも山

に囲まれた狭い所を通っている感じの仙山線とは違った感

じがする所があった｡

私は路線の風鼓を眺めるだけでなく,色々な景勝地を訪

れるのが好きだC岩,渓流,蘇,静かさが自然のままで保

たれて,調和している所ならどこ-でも行きたい｡山に登

る時には,私は体力があまりないせいか,ゆっくり休みな

がら登らないとのびてしまう事が多いが,それでも山道を

汗を流して登りながら,道端の草花を愛で,兵で喉をうる

おし,友と互いにはげまし合い,又,楽しい自炊,頂上の

1627m｡頂は存外広い｡ふり返って見ると尾根の道がう

ねうねと続き,一方の斜面は濯木の林,片方の切りたった

崖には残雪がしがみついている｡はるか下の温泉場のあた

りは朝霧が深く,時おりその切れ目から幾棟かの建物らし

いのがのぞく.四方の山々を雲はとりまきうず まいてい

る｡渡ったらふわふわして気持がいいだろう｡誰かが雪を

切りとってきた ｢アイスOエーアイスはいらんかねO｣山

では誰も子供だO硬い雪のかたまりが口の中でコロコロナ

る｡やっぱり登ってよかった｡

頂上で時間をすごしすぎた私達は,あわただしく帰Dを

急いだ｡いくぶん軽くなったリュックで霧のお花畑 を通

る｡地面近くだけがぼんやり見えて,少し先を行く友のま

わりを霧は滴っている.立ち止れば,後の後の友がぼうっ

と現われるo来年も又来ようO霧は私達の通った後を,又

一面にぬりつぶすO｢さようなら｣声はその中に吸いこま

れていった｡

美しい景観など,山に登る楽しさにはつきない ものがあ

る｡本格的なアルピニストとは違い,私は山を征服する為

に色々な危淡を冒すのより,山と親しくなる方を好むo

地元でありながら登らないのも申訳けなくて,この夏休

み中に,日帰りで太平山に登ったが,全LLlブナ林で,実に

芙しかった｡あいにくの深い霧で,下界はよくみえなかっ

たが,前岳からは男鹿半島,日本海が-貌にみわたせるそ

うであるO又,台風16号の彪響で大雨の中を,乳頭に登っ

たり,まだあまりしられていない為,自然の美しさと静か

さを保っている秋田から日本海岸にそって青森県に少しは

いった所の12湖では,たくさんの美しll,湖めぐりをし,柿

秘的な色をした青池に印象づけられ,又,夕ぐれの油や早

朝の湖にボートを浮かべ,さわやかな,l]マンチックな気

特になったりしたD

私には放浪性があるのかもしれないが,友達と計画を立

てて山に登ったりするのとは別に,美しい自然の中をぶら

つくのが好きである｡そして,ひょっとして,こんもりし

た森の中を歩いていて,名もしらぬ美しい湖や,渓流など

に出合ったら,これ以上のうれしさはない｡

人に知られない美しい静かな自然を求めて,私は一生涯

いろんな所をほっつき歩きたい｡

御会合二好適.ク

束 -

キ リンビヤホール

電 話 (⇒四一〇三
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趣味のない男

ある雑誌社の記者が私の事務所に取材のため来訪した｡

すでに同社から発刊されたものを見せられたが,それによ

ると,その目的とするところは東北地方に所在している各

官庁の業務内容を,一般の人にわかりやすく沼介するとこ

ろにあるらしいO型どおり私の前歴などについて聴かれ,

趣味のことになって,-ボ碁であるが少レ ･- と言い始

めると,彼は碁は誰でもするものであるから,外に何か変

ったことはないかとのことであった｡変ったことについて

私はそれがどのようなことであるか聞きもしなかったが,

彼の考えでは碁や将棋は趣味というカテゴリ-の中には,

どうも入らないようであるD事務所内では最強を以て自認

する私にとって,いささか不満であったので,反厳しよう

と思ったが次々と発する質問のために,とうとう最後まで

その機会を失ってしまった｡しかしよく考えて見ると,本

を読むとか,マージャンをするとか,碁を打ち将棋を差す

ことは,全く誰でもすることであって,特に取り上げて趣

味という程のものではないと考える方が正しいのかも知れ

ないo

特別な趣味のない私に,時間に空自の生ずるのは当然で

ある｡この空自を読書三昧に耽けることのできる人は幸福

であると思うが,私にはどうしてもこれができなくて,こ

のような場合,酒に過すことが多いようであるD酒を飲む

にも,家で晩酌をやるようなことはめったにない｡

昨年五月上旬だったと思うが,青森出張からの帰途,辛

泉へ立ちより,半日がかりで史鏡を一巡し,次の列車まで

少し時間があったので駅前の食堂でひと休みすべく入った

ところ,偶然にもそこで中学時代の友人に会ったO商用で

仙台まで出張し,彼も同じく平泉見学に来て,咽の海きを

一本のど-ルに癒しつつあったところであったO八年ぶり

の遼遠で,その夜は仙台で数件飲み歩き,不党に酔った彼

をホテルまで送って別れたが,当時私は仙台-赴任後間も

ないときであり,様子が十分判らず,適当な飲み屋を捜す

のに随分苦労したことを覚えているO私は公務員であるO

公務員が酒のために浪費できるお金には限度があるO私の

言う適当なという意味はこの限度で飲める適当なというこ

とである｡今では大分なれて,要領よくなったつもりであ

るO数ヶ月前より時々出かけるある酒場があるが,なかな

か感じのよい店である.ここのママさんはとても二愛想がよ

いO愛想のよいのは何処でもそうであるかも知れないが,

はいると先ず,｢あら,今日はすてきだワ｣とやられる｡
何のことはない,月賦で買ったネクタイのことであるDい

つも汚れたワイシャツによれよれの同じネクタイを締めて

いるものが,稀に異ったものを付けると,奇異に感ずるの

かも知れない｡サービスガールの一人に,酔払うと,やた

らに客を手近なところから,ところかまわずつかみたがる

娘があるO私は握り屋さんと呼ぶことにしているO酔いつ

ぶれる娘あり,酔払って階段より落ちる娘あり,またある

娘は ｢踊りましょうよ｣というDところが全々ダンスは知

らないのである｡まさに天真欄渡というべきかD私は何の

屈托もなく,のびのびと遊べ,酒の飲めるところが好きで

あるO

秋田-出張したときのことである｡帰途に横手より乗り

替えて,北上に着いたのが午後の六時過ぎであった｡次の
仙台ゆきの列車まで二時間近く待たなければならない｡寒

い風の吹き通す待合室で待つのは大変である｡-パイ飲む

ことにした｡酒の好きな同行氏に異論のあるはずがないD

ところで同じ飲むなら次の-の関がよいとの同行氏の意見

に従い,≡+分待って-の閑止りの列車に乗ったO二人と

も初めての土地であったが,一軒のオデン屋を見付けるこ

とができた｡空腹にしみ込む酒の効きは早く,探いo更に

もう一軒,次に焼鳥屋-はいったOもうこうなっては二人

とも旅行中であることも,列車のことなども忘れてしまっ

て居るのである｡気が付いたときには列車は発車前三分で

ある｡改札に駈けつけたときにはすでに向側のホームから

発車したあとであった｡

酒のもつ効罪は相半ばするものがあるであろうが,酒は

噂むものであり,酒のために時間を弄ぶべきものではない

と思いながらも,つい度をすごすことは,凡人のあさまし

さというべきであろうか｡

私の友人になかなかの酒豪がおり,よく一緒に行を共に

することがあるが,彼娃酒を飲むこと以外に立派な趣味を

持っている｡釣りであるO時 余々暇を見ては出かけるらし

い｡私も彼の家によばれて,釣って来た-ゼを御馳走にな

ったこと数産であるOまたよく釣りにさそわれることがあ

るD私も釣りにをまいささか経験もあり,決して嫌いという

わけではないが,生来の怠惰が渦いして,まだ実現したこ

とがない.一度お伴をして見たく思っているO

(東北地区麻薬取締官事務所所長)

和洋書籍･雑誌

文具･洋品･雑貨

東-㊥ 丸 善
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日 記 抄

奈 良 武 志

7月7日oアミコス妃載せる広告を取る為克京近辺の者

≡,四人というのに,無理に頼んで仙台から行くことにな

る0

7月26日D朝8時,家を出て仙台駅-向うo汽車は9時

罪,始発だが満員｡わずか3日間だが娃じめての一人旅に

なんとなく心溶かず｡同じ車内に仙台商業の自転車部員が

乗っていた｡話を聞くとインター-イ出場の為大官に行く

のだそうだ.家からもってきた本を読みはじめる｡

4時頃,東京駅-着く｡駅前のタクシーのたまりで運転

辛-宿名を言ったが,場所がわからず,駅の案内所を探す

為あっちこっちと駅の中を歩く｡おかしな所-入り込んだ

と思ったら,丁度,仙台七夕と宮城県の観光地の宣伝中だ

った為,思わぬところで七夕飾りを見る｡5時,秦内所で

の地図を頼りにやっと宿につく｡

27日｡空は雲一つなく朝から暑い9時半O日本橋白木屋

前集合なので,八時半宿を出てプラプラ歩いて行く｡宿が

兜町の近くなので東京駅の方から歩道いっぱい人の披,そ

れをかき分けるようにして9時頃白木屋前到着｡集合時間

までまだ間があるのでだれも来ていない｡裸婦像の前に立

って信号に応じて規則正しい人と革の流れをみ,一人で日

本橋まできたのだなあと思うと若干の感慨を禁じえない｡

少し銀座の方へ歩き9時半近くもどるo最初の予定より一

名少く一行七名 (2年3人,1年4人)■が10時頃広告をも

らう為,藤沢,山之内,興和などを次々と訪問｡12時半頃

一応今日の日程終る｡ 1時に神田で昼食取り,あすの打合

せをした後,東京タワ-に行くことになるD

タワーは大変な混乱なので二年生は一人も登らず一年生

だけ4人上まで登る｡120m,1分少々のエレべ-ターで展

望台-,東京の全貌が見下される｡国会議事堂や東京港が

手にとるように見え,又,特急こだまがゆっくり目の下を

通った｡しばらく展望して下に降りるD5時宿-帰る.9

時半床につく,しかし,暑さと隣りでマージャンをやって

いてなかなか寝つかれず0

28日.今日の予定は中外浮間工場見学と竹早町のエーザ

イ製薬-行くことである09時50分赤羽駅集合,駅前から

パスで15分位荒川ぞいに酉へ｡10時半,畑の中に建つ中外

浮間工場へつく｡前に連絡してあった為大変親切にもてな■~I
されるO土場長,課長わぉ話 ｢当社転他社のよ封こ外国品

をそのまま売るとか,よく売れる他社の薬を模倣したもの

を作らないで我が社独白の薬をつくっているOその為には

研究毛即弓の充実が必要なので今年の9月完成する予定で高

田馬場に練合研究所をつくっており,そして人見を百人増

旦する予定であること占ここ浮間工場はグロンサンの錠剤

.と注射薬,殺虫剤′iルサンをつくっている｣ B次に工場を

一巡したっグロンサン工執ま廊下が中央にあり,左右はガ

ラス張りで,広く明るい室の中が廊下からすっかり見える

ようになっているO薬という複雑なものをつくるにI羊想像

していた以上にオートメ化されていた｡原料を大きな器に

入れてまぜ合せて,それを錠剤にし,糖衣にした製品を包

装するまでが流れ作業である｡バルサン工場は,冬誹こ製

造して夏期はそれを発達する事が仕事だそうだ｡昼飯をご

ちそうになった後,丁度-っしよになった熊本大の学生と

共に映画を見せてもらい,2時半浮間工場を辞したO

竹早町のエーザイ製薬へ行くD入社一年の牡馬の方から

屋上で話しを聞く｡エ-ザイでは社長が一般社員と同じ部

屋で事務をとっているということとプロパー (セールスマ

ン)が自動車で飛びまわっていること｡又この-年間の筈

しかったことやうれしかったことも話してくださった｡

9時すぎ宿に帰り遅い夕飯をとる0

29日09時半高田馬鍬集合O少し早くついたので示-ム

に立っていると予備校にでも行くのかノートを小脇にかか

えた学生タイプの人が二三人かたまって話し合っていたO

そういえば国電の中でも単語カードを暗記している人を見

かけた｡

駅から歩いて大正製薬-行ったが以前の連絡が不十分だ

ったので係の人には会えなかった｡これから日本橋へもど

り一昨日の返事をもらわねばならないのだが,僕は午後の

汽車で帰る予定なので二年生の方に話したら,それでは二

年の人二人だけでいこうと親切に言ってくれたので一年生

は自由行動をとってもいいことになった｡

上野へ出ると汽車まで性まだ間がある?で･友人二人と

囲洋美術館へ入る｡まず目についたのはロダンの ｢考える

人｣写真などでなじみのものだが思ったより大きく,他?

彫刻においでもそうだったが,カと生き生きとした運動が

身近かに感じられ時間のたつのを忘れて見てまわった｡

絵画の方はルノアール･セザンヌ･ブラックなどの初期の

作品が陳列され,ピカソの初期の作品の立体派でない裸婦

を初めて見ることができた｡

おそい昼飯を駅前でとり友と別れ,釈-行くDホーム｢

上ったらリックサックを背負?た人やその他多くの人が既

に長い列車つくっていたOなんとか坐ることが出来たら'.

一昨日,昨日の寝ぶそくと暑 さの

義,少しパテギミなのでタトゥトし

ていたら,汽車は左手に競輪場を望

み̀ながら雨中を走っていたD夜,雨
r)
上がりの仙台-着くoネオンに藤く

青葉通りのビルをたがめ仙台もビル

が多くなったものだと思いながら白

家路へついた｡

× × ×

× × ×
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メ ロ デ ィ ー と 想 い 出

大 田 黒 喜 代 志

自分の幼い頃の事を想い出すきっかけとなる事柄は色々

とあるがメロディなどもそのうちの一つであろうD

そしてこのようなメロディによったり或いは臭いによっ

たりといった,つまり感覚的刺激により引き起される回想

の方が単に頭の中で (日吉己その他を見ながら)なされる非

感覚的回想よりずっと鮮明であり生々しいものであるO-

なお臭いを引き合いに出したついでに言うならば,この刺

激により触発される想い出と云うものは場合によっては一

番すぼらしいものであるらしい｡-

ただ頭でなす回想の系統的かつ全般的であるのに比べる

と感覚器による回想はすこぶる断片的それも気まぐれ的と

云うのか,時によると,とんでもないことを案外はっきり

と憩いttjLたりして我ながらあきれるといった事のあるの

は大いに異った点である｡

さて僕の場合,どだい歌などあまり好きでなかったので

今幼い頃を想い出す歌の数といったところで高が知れては

いる｡そしてそのうちでも意識しておぼえた歌など極くわ

ずかで国民学校 (今の小学校)で習った国民学校唱歌その

他小数の芸術歌謡,あとの大部分は,どうしても忘れ得な

いような印象的事件と共にかあるいはその歌が当時ちょっ

とした流行で知らず知らず頭にしみ込んでいたといった類

いのものばかりOしたがってその内容,種類なども雑多で

くだらないものが多いが,一応これが誘発する想い出の方

はこんなことにはあまり_関係がないようだ｡

例えば軍歌である｡諸君はどう思うか知らないが,幼年

-少年時代を戦争中に過した供にとって軍歌の節は非常に

なつかしく想えるのであるDと云うのは何も軍歌そのもの

が懐かしいのでなく,又あの戦争が懐かしいからでなく,

それを歌うことにより幼年-少年時代の諸々のことをより

はっきりと想い出すからであろうD

橘中佐の歌,空の神兵,予力練の歌,又これは軍歌では

ないが天長節,明治節,紀元二千六有年の歌,等皆各々想

い出のある歌ばかりであるE,-まったくつまらん歌だが-

そしてこれらのメロディを口ずさむ時,頭にうかぶ想い出

と云うものはそれなしの場合などとは,比較にならぬほど

の壊しさで,時々胸がいっぱいkなってしまうことがあ

る｡

中でも僕にとって符に哀しく思-るのは ｢戦友｣の歌で

このメロディを口にすれば,かならず今は亡き父の事を想

い出す｡それは,供の玉,六才の頃の事であったが,未だ

乳のみ児であった弟を父は腕に抱き,しきりにあやしなが

らよくこの歌を唱っていたもので ｢--赤い夕日に照らさ

れて･･････｣あたりまで口づさめばそのあやしている場面ば

かりでなくその時父が着ていたユカタの柄まではっきりと

憩い出すことが出来る｡ (このことはどうしてだかわから

ない)つまり頭で想い出をさぐって行ったのではよほど特

別の場合をのぞいて20年近い昔父の着ていたユカタの柄ま

で頭に想い浮べることはまったく不可能である｡にもかか

わらずメロディを媒介として,つまり感覚的刺激による回

想ではまったく馬鹿げた様なことまでも想い起せるもので

ある.

又この戦友の歌によりいつもこの様に父の事を憩い出す

ことが出来ると云うことは,つまり逆に云-ばこの歌とそ

の事件との関係がよほど深かったから,そしてその事件が

印象深いものであってその時頭に刻み込まれた歌であった

から今にいたるもなお忘れがたい歌として記憶にあるのだ

とも考えられるE,しかしいつでも印象深い事件により忘れ

難い歌となったものは,今度はそれをロづさむ ことによ

り,そのもとの印象撫かった事件を想い出すきっかけにな

るかと云うと,必ずしもそうはいかないようであり,時た

まとんでもない組合せになっていることがある｡例えば紀

元二千六首年の歌など,非感覚的に頭でだけ考 えてみれ

ば,たしか印象探い事件と共におぼえたはずの歌であって

その事件もわかっているDしかし今この歌を唱って頭に浮

ぶのはなんと風呂屋の脱衣所で服を着ている場面だから何

と考えてもおかしい話であるO又 ｢空の神兵｣の場合など

ノト学校の教室で (二年生の時)先生がオルガンをひきなが

ら教えた歌だが,これにより想い出されるのが,学校から

の帰り路を道草を食いながら,トボトボと歩いているOそ

して桜が咲いていると云った状景である｡こう見て来ると

この様な歌をもとにして回想する場合,頭だけで非感覚的

に ｢あの歌を唱ったころあのような事があった｣と云う具

合に想いを展開させるならとうぜん事件が中心になってい

る｡しかしメロディをもとに感覚的な方法でやった場合に

は必ずしももとの印象探い事件を想い出さず,事件とまっ

たく関係のない,つまらぬことを憩い出す場合があると云

うことはおもしろいことと思うO

･ ∴ -∴ ･

丸 長 薬 局

仙台市元寺小路82

･ E L ‡詔 …主…喜
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ある怠け者の

日記から
船 木 清 子

八月x日

高枚時代の三羽烏K･M･Fの三鹿,久方ぶりに三巨体

会議O例の如くある喫茶にはいる｡

三人モツサリ入口に立って店内を見まわすo超人満員｡

引き返すのもシヤクだからといってドンドン店内へ入る｡

そして贋を落ちつけたのがなんと扇風機のおいてあるその

テーブル｡四角のテーブルに三人坐れば一角があくO何か

ものたりないから扇風機を仲間に- というわけ{･もなく

止むを待ぬ手段｡

夜といえども日中の34,5度の高温は,あらゆるものを温

めてしまっているから暑いことこの上ない｡例にもれず三

人の頭も最高に温められていたらしい.

三人共財布の中味にはトンと無頓着Dジッとメニューを

にらみこむ｡ゆうゆうたるものだ｡三度目のお袷がコップ

に注がれた時,おもむろに注文D

目の前の扇風機は相変らず括動する｡精一杯の風をサー

ビスしようとしている｡が,ドッシリ構えた三巨体にガッ

チリ吸収されて,はたして店内の冷房効果は･･･｡しか

も二杯のお冷も体内にはいっているのだから注文品がはこ

ぼれた時はすっかり体も冷えている｡

まずメニューの鑑賞から始まって,過去のこと,現況,

そして未来のこと-と話ははずむ,女三人集まると -

の言われをはっきり証明.そして異性論O文学論へとO

話が文学へ移ったとき,頭にうかんだある友人の迷詩｡

｢珍アメ二モマケズ｣

雨ニモマケズ

風ニモマケズ

追試二モ再追試ニモマケズ

丈夫ナカラダヲモチ

欲ノ､ナク

決シテ怒ラズ

イツモシズカニ考エテイル

授業中二弁当ヲ夕べ

昼食時ニノ､アンパンヲ夕べ

御山ノ前ノ古ピタ校舎ニイテ

ネムタクナレバ

衛生重二行ッテ寝

オナカガスケパ

カッテニ夕べル

勉強ニアキルト

■山ニヌケダス

テスト中ワカラヌ友ガイレバ

親切二オシ_=チャリ

ヤスンダ友ガイレバ

自信ヲモツテ代返シテヤル

ミンナノタメニ労ヲオシマズ

ホメラレモセズ

クニモサレヌ

ソウイフモノニ

ワタシノ､ナリタイ｡

時間はたつOその間体を冷やしたり温めたり店の経理の

面におおいに貢献?してそこを出た,足は次の喫茶-向か

っている｡

思い出すこと

後 藤 正 義

仙台の四年間をこれということもなく過して来たが,時

たま思い出しては気まずい気持にかられることがある｡

それは,はっきり覚えていないが,多分教養二年の頃だ

ったと思う｡九月に入り,夏休みも残り少くなったので,

郷里から仙台にもどる車中でのことだった｡

いつものとおり,東北本線の大宮駅から乗車した｡平常

は空いているのであるが,その日はなぜかかなり湛んでい

て,一つの車両を通り越し,ようやく空いている席を見つ

けることができた｡

そこにはおよそ-,二才の赤ん坊をつれたサラリ-マン

風の夫婦が席を占めていた｡｢仙台からバスに乗ると,ド

ンドン畑の中をつれてゆかれるので,ずいぶん辺びなとこ

ろに来たと思って心細くなった｡｣という奥さんの話から

推して東北に転任間もない様子だった｡またこの夫婦は大

分奥 さんのポテンシャルが大きいようで主人が専ら赤ん

坊をあやしたり,ミルクを与えたりしていたO-方奥さん

はと見れば,手をかすでもなし,週刊誌を見たり,主人と

話をしたりで,一向平気になっているのであったD

福島に近くなったころ,何やら菓子の折箱らしきものを

とりだした｡奥さんから僕にすすめろということになり,

主人が僕に長崎屋のカステラ漫頭をしきりにすすめたD

主人のふがいなさと奥さんの倣慢さk,他人ゴトながら

腹立たしい気特になっていったので,しきりにすすめる没

頭をガゼン僕はキョゼツした｡

すすめること数回Oことわること数回O到底僕が受けと

らないと知った夫婦は,気の毒なことをしたとも,あきれ

たともつかぬ政をみあわせたO

-方,僕はと言えば,今までの腹立たしい気持はどこ-

やら,なんとも気まずい思いになって,視線のやりどころ

にこまった0-時間の仙台までの時間の長かったことは,

今思い出すとおかしくなるくらいである｡

それからというものは,どんな事情にせよ,一度遠慮し

て,すべて頂戴することにしているか
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飯 塚 義 夫

僕がタバコを吸い始めたのは大学に入って間もない頃で

あったO父も兄もタバコだ桝ま酒とちがって栄養にもなら

ぬ無駄な支出であって火事の危険性もあるから絶対に飲む

なというし,数多くの喫煙者も一度飲み始めたら相当の努

力をしてもなかなか止められるものではないからと忠告し

てくれたし,僕自身もますますやせてしまうから,絶対に

飲むまいと思っていた｡しかし友達や,親戚の者がうまそ

うに煙をはいているのを見ると,何も意地を張って一つの

経験を試みずにくらすのも馬鹿げていると思い,ある日友

人に勧められるままにいこいを一本飲んでみたところ,育

がにがい様なからい様な刺激に会って少々唾液が出ただけ

でうまいとは感じなかったDだからこの時は,タバコは幼

くアクセサリーで雰囲気の小道具でしかないと思ったO

ある夏の午後疲れてクラブ括勅から帰ってきたとき家に

は誰も居なかった｡そのときふとタバコのことを思い出し

た｡父が時折もらってくるタバコは茶だんすのお菓子のカ

ンの中にいつも家族の者には吸われないで,大工さんや植

木屋さんがくれば,くれてやられる運命にあった｡供はピ

-スをとり出して自分の部屋へ持っていって火をつけたD

そして一口二ロと大きく吸いこんだO青い煙が湿り気を含

んで白くなり,もやもやとあたりに立ちこめて,やがて窓

に消えて行った｡僕は目をつぶったOすると深く深く地の

底に沈んで行く様な感じに襲われ,供がただそこに居るだ

けで頭の中に何もなくなった｡思わずごろりとねそべちて

じっとしていた｡そしてこれがタバコの毒なのか と思 っ

た｡僕が公けにタバコを飲み始めたのは,やはり20才の誕

生日の後であったO母に誕生祝いにライターを買ってと云

ったら,母は驚いた様な顔をしたがやがて,ふざけるのは

やめなさいといったO僕がタバコを吸う様にしつけた覚え

はないと信じきった様子だったOしかし僕はもう成人であ

医薬品並衛生材料卸売業

合■名 会 社

仙 南 堂 薬 店
代表社員 後 藤 千 代

仙台市河原町32番地
(5)1106番(代表)

電話 (5)1107番
(5)1108番

分店 大 学 堂

仙台市木町通 192
電話(9)3978番

り誰にもタバコに関して干渉をうける弱みはないという一

種の喜びをもってその径タバコを吸いつづげでいる｡
初夏の夕暮れにぬれ緑に腰をかけて,きらきら光る柿の

若葉の間からもれるやわらかな光の中で,大きくみどりを

吸いこむと僕の前からいろいろのわずらわしさが一瞬消え

る｡そして僕は供と話し始めるのだ｡

これがタバコの魔力であろう｡

雑 感

妻 疎 意 美 子

性善説と性悪説,どちらが正しいのであろうか｡私は最

近まで人間は絶対性善だ,いや性善であれと思っていたo

Lかレ性悪説も又正しいと老えるようになったOまだ我々

にとって耳新しい雅樹ちゃん殺しの本山のことを考 える

と･･･｡あれだけの悪事をやり,生存か自殺かと街の話題

をにぎわした彼は,おめおめと生きのぴ,63日間の逃走後

つかまっても平然と,｢私が殺し'たのではない｡単なる共
犯者だD｣と図太く言い張った｡あんな世の親たちを悲し

ませる事をしながら反省もせず,本山メモなるものを書い

て罪を逃れようとしたO｢悪を避けようという決意がっく
られるのは多くの場合,最早避けることができないまでに

悪の進行した後のことであるO｣というトーマス･/､-チ

イの興味深い言葉があるが,なる程とうなずくことができ

る｡本山が逃げのびていた頃の飯場の仲間は,｢あれだけ
の罪深いことをしながら,酒も飲まずによく眠れたもの

だ｡｣と言っているそうだが,全く悪い奴はどよく限るの

であろうか｡全国の憤激をかった本山の心の中には,捕え

られた今何かうずまいているであろうか｡多分たいした罪

の意鼓などはないであろう｡このような悪疎なことをや

り,なおかつ罪をのがれようとするのは性悪でなくてなん

であろう｡

理化学機械器具

各種顕微鏡販売

西 商 会

仙台市霊屋丁79
電話は)0395番
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ス ケ ッ チ

佐久間 善 子

秋めいて来た風が,すっと家の中を吹き抜けて誘う｡ス

ケッチブックを片手にふらっと家を出る.

丘とも山ともつかない所,地各も道も知らないo突然後

に歌が起る｡丘のかげから小さな子供達がぞろぞろ出て来

るO細い一本道だったから,丘を一寸上って革の中で過ぎ

るのを待つ｡先生らしい女の人が前掛をしてるから,保育

園の子供達かも知れない｡先頭の一団は大声で歌をうたっ

て勢いよく行進している｡次の一団は半分位おしゃべりO

後のばらばらな組,ぼんやり立ち止ったり何かを見つけて

いつまでもしやがみ込んだりの子供達を,若い保母さんが

羊飼いみたいに追いたてている｡可愛いだろな｡もしもし

私にもお手伝いさせて下さいませんかO駄目駄目,あなた

はそうやって見て楽しむことしか出来ませんよ｡30人程が

やっと通り過ぎる｡一寸離れて後からついて行く｡湿地帯

になるo所々の水のしみ出ている所を,二人の保母さんが

懸命に渡してやっているOほら,人が足りなくて子供達が

ばらばらになってる,あなたも手伝ったらどうです｡-

駄目-やはり駄目です一見てた方が楽しい｡子供が一人,

ずっと離れた後に立っている｡近づいて行くo水があって

渡れないでl(,る｡たった五センチ程の藩もない水の流れ一

不均整に描いた漫画の子の洋服のように,元は白だったら

しいシャツと青妹がかった灰色の半ズボンをだらりと着て

いる｡小さな麦わら帽をかぶって-四つ位かな･･.坊や,こ

わい?足を出せばいいの｡ほら,渡ってごらん｡余り可愛

くて,残忍な気特になる｡もっとこの様子を見てたい-a

わざと子供のそばをわたって前に立つ｡意地悪そうに笑っ

て見ている自分を,けげんそうな顔もしないで見てる｡坊

や,渡してもらいたいんでしょう｡手をお出しなさいな｡

水と前方と自分を代る々々見ている｡坊や,どうする?水

に入っちゃう?ここにいつまでも立ってる?だっこしても

らう?前方では誰も気づかないらしく,相変らず歌をうた

ってさっさと歩いている｡だんだん遠くなる- 子供は次

第に落ち着きなく前方を見るO流石に可哀想になって思わ

ず吹き出すO｢はい,いらっしゃい｡｣子供は救われたよ
うに身をのり出して両手を差し出す｡その様子がたまらな

く可愛い｡だけど,=の子- さっきから何て無表情な顔を

してるんだろう幼いてるのは目だけ- まるで泣きも笑い

も忘れてしまったみたい- されにこのやせ凍ったら-

隣の三つにもならない子よりまだ軽い- じっと見ている

自分の目を避けるように前方にやっているこの目は,一体

どんな事を考えるんだろう.欲も怒りも見栄もない,悲し

みも楽しみすらもないようなこの目- もう一度水の向う

へ下しても,この子は泣きもしないだろう｡自分を憎らし

いとも思わず,気をもんでも目だけが又内気そうに動くだ

けで,それは顔の筋肉に少しの動きも与えないだろう｡無

性に可哀想になって,肉のない腕をなでながら歩き出した

途端,前方の子供の一人が振り向いた｡そして何か大声で

さけんで皆一斉に振り返ったO保母さんがけげんそうな顔

をして二三歩戻った｡しまった,この子は向うの子なんだ

っけoあわてて子供を下すO-寸自分を見上げて,五 ･六

歩行って振り返った｡大丈夫よ,もう行けるでしょう｡さ

よなら,坊やO笑ったつもりでうなづいて見せたら,目の

奥に涙が沸いたO坊や,戻ってらっしゃい,向うまでだっ

こしてってあげる1.その時保母さんが手招きをしながら

近づいて来たOそれで子供も歩き出した｡色のさめた黄緑

色のゴムの靴を左右反対にはいている頼りない細い足-0

ふいと足の先をかえて,ないようである道を歩く｡丘を

一つ越えたところは水田になっているD丘まで這い上りそ

うにぎちぎちと作られている｡しばらく行って思わず立ち

止る.これは家ですよ,確かに住居です.中で人声がする

- 今は確か20世紀,人工衛星,ロケットが月の裏 を見

た,人間が作った水爆や何とか嬢のいくつかで地球がこわ

れる,映画一本に何倍もかける- この家,名づけて横穴

式住居･横穴式住居,穴の豪- 原始時代,原子時代,一

字違いが同居してる- 入口には板を打ちつけたりござを

ぶら下げたり.顔をそむけて足を早めるo率い弱い,何も

かも弱い- ｡

やたらに草をかきわけたり妨木をくぐり抜けたりしてい

るうち,完全に道を失う｡畑に出るC畑に道がついているD

畑の道なのか,道の両脇に作った畑なのか,多少気にか

かりながらも入って行くD道矧こ農夫が一人休んでいるo

赤銅色にきつくしわがくい入っている｡思わずあたりの作

物を見まわした程,満足しきって眺めているその顔,静か

汰- oまずいまずい,大平天国のひやらひやらしたこっ

ちの慶,向うは肥え桶を二つも持っているのに,こっちは

スケッチブック一つ,麦わらとポロシャツとズボン,いか

にも暇つぶしに遊んでいる様なこの恰好- まずい｡なる

べく顔を見ないで行こう｡駄目だ,こっちを見た ｢あ,あ

の- この道,ずっと続いてますか｡｣そりゃ続いてます

よ,こんなに整い道なんですからね,何てこと聞 くんで

す?｢続いでっげんともね,どごさいぐの｣｢あの,ただ
その- ｣ああ,うまくない.急いで離れるO今にも怒な

りつけそうだったのが,人なつっこく実ってしわがよけい

深くなった,その顔が,間の悪さを一層にする｡木の間に

阿れそうになった時,振り返ったo後向きでさっきと同じ
ように,全く静かにきせるをふかしている.すいませんで

した/徒手体操のおじぎをていねいに一つする｡そして二

三歩歩いた時,すぐそばの葺の中で,かごを背負った女の

人が二人,妙な顔をしてこっちを見ているのを日にしたo

その一何でもないんです- ｡わざとすまして,出来るだ

けゆっくりとその節を通うた｡暑い暑い八月の終りの,午

後の炎天下である｡
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当 り前 の語 脇 坂 菊 雄

時々患い出したようによく頭に浮かんでくる話がある｡

ずうっと前に読んだ随筆の一部であったが,その作者が誰

であるかは忘れてしまったが,それは大体次の様なもので

あったO

私 (作者)は電車の中で見るとはなしに向いの席

の三人の釈子連れに目をやった｡まず父親の顔を

見て子供の顔を見る｡よく似てll.るなあと思う｡

それから,母親と子供の顔を見くらべて,これも

よく似ていると思う｡ところが最後に両親の顔を

見くらべてみると,これはまた似ても似つかぬ顔

をしてlltるOそこで私は,はたと啓示に打たれたD

かくも異なる二つの個性を融合統一して,薪しき

一個の個性を生みだし少しも不自然さを感じさせ

ぬ造物主の偉大さ,ということに思い至った｡

考査に思うこと
遠 藤 粒 子

人間どこまで行っても,試験というのにつきまとわれる

らしい｡もう幼稚園時代から,試験柱,いつも目前にくっ

ついて離れない｡こうしてなんとか大学には入れたが,こ

れからの人生こそ,困難な読取を克服せねばならなll,し,

又,姉弟を思う時,あの特殊な苦しみ (苦しみなんてどこ

ろか返って楽しみ,希望のあるものだという人もあるだろ

うが,少なくとも私には,いやなものだ)に合わせずには

おけないことを,かわいそうだとも,しっかりしろとも思

う｡

私はいつも試されてlI'るのだ｡こんなことを考えると,

何のために生きているのかわからなくなってしまう｡

しかしlこの試されることがなかったら,どうなること

だろう｡特に私のようななまけものは!

大学に入ってから初めての考査であった｡ふり返ってみ

て全くお恥かしい成績である｡勉強する時間も,余裕も十

分あった｡本を読む時間も｡

しかしどうしても試験のための勉強ばかりでh:iTく,全て

のものに没頭出来ないのだo生かじりのうぬぼれで,大ミ

ェをきっているのだからあきれる｡全くイジがなくなって

しまったのだ｡ただ他人から批判されたりすると,その場

限りの負けず嫌いからのくやしみがあるのみなのだ.良vT

意味でのイジっぼりになりたい｡どうしてこうも意志力に

欠けているのかと熟慮する時'私曝どうもこれから進むJi

き人生一般に関して,又この現実に対して,全く甘∨二,自

当時中学生の私はなる程と,非常に感心したものであっ

たO妹にこの事を話したら,そんな当り前のことに感心し

ているほうが余程おかしいと笑われた｡当り前の事だと言

われてみれば何だかそうも思えてくるが,作者の感じ方が

飛躍しすぎていてそれで当を得ている?からであろうか,

やはり何かユーモラスなとぼけた暁が感じられ るのであ

る｡大学に入ってから比較的早い時間の電車で帰ったこと

があった｡大分空いていて新聞読みに疲れた私はふと向い

の席に親子連れを発見し,かの文章をすばやく思い出した｡

それが本当であるかどうかおもむろに調査にかかった･･･-

それから数秒とたたぬうちに私はこみあげてくる笑いをか

み殺すのに懸命であったO父親とそのアウフウペンされた

子供の鼻の形,母親とそのアウフウベンされたロの形が似

ているのも私の笑いに一層の拍車をかけた｡私は下唇をか

みしめたままうつむいていた-｡何分位経ったであろうか,

私には大変長ll,時間に感じられたのであるが,おそるおそ

る顔をあげてみるとその人達の前には数^の乗客が吊皮に

つかまって立ってl/,1て再び顔をみないで屠られるのは幸い

であった｡

分のカに不相応な程,生やさしいものだという考えが,私

の奥底に根深い根をはっているのではないかと思う｡

このことが,事実であるなら,危険なことである｡これ

からの人生を,危険な不安定な.ものにしたくないのは,私

ばかりではあるまいが,皆どのよLうにこの困難をきりぬけ

て行こうとしているのか｡困難という語そのものに,抵抗

を感ずるような,うらやましい人もいるかもしれない｡

その場限りのテストなんか!と思うのが,間違っていた

のかも知れない｡自分でその場限りの知識に終らせなけれ

ばよいのではないか｡自分が,学問に熱中,真剣に打ち込

むことが出来ないばかりに,試験の悪口ばかり吐いていた

に逮ll.なll,.しかし,結果的にみて,成績が悪ければ,そ

れで一巻の終りなのが,多い現在である時,それに順応さ

せていく生活が,やはり必要なのではないか｡そのた桝こ

描,その成境に,優れるのでなければならない｡勝ってみ

てからでも,試験の反省,批判をするのに,おそくはある

まいと｡この間の考査で得た結論は,このような真に小学

生的なものだった｡■
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○ ○ 宇 野 紀

人間は考える葦である｡

＼

弘 ミlヽ

パスカル (1623-1662)の ｢パンセ｣の中に有る有名

な言葉｡ ｢人間は葦にすぎたVIo自然界のうちでも一

番弱いものである｡しかしそれは考える葦である-｣

とある｡ 葦 を も っ と も 弓恥 ､もろいものに考えるのは,

バイ ブ ル の 中 に 薮 ら れ る 年 と え o パスカルの吉葉の中

巨 は 入 歯 の 偉 大 さ を 信 じ る 強 さ が あ る O 葦
*N ---JxJJJ+m LJJW JJXJJLdJVL-1JII" I-JVI-LI-II,IIIIIJIIrIJJJL
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星 田 敬 子

昔から秋田でこじんまpと暮らしており,親戚の大部分

も秋田に散在している事から,私の家には他県から客が来

るなどという事はめったになかったのだが,この夏東京か

ら兄が学生時代,下宿で世話になったおばさんが来ること

になったO気の早いことに,そのニュースは四月ごろから

手満で知らされており,それ以来ずっと何かの折にふれて

家族の話題にのぼっていたのだった｡さて,いよいよ来秋

の日取も近づいたD五日間の滞在を心から演しんでもらえ

るようにと私達は夕食後,どんな風にしておばさんを歓迎

すべきか話しあった｡妹は ｢絶対父の実家のある横手に案

内すべきだ｣と主張した｡私は私で十和田や八幡平-真内

してやる方が秋田に来てよかったと思われるのであろうと

力説した｡私性未だそれ等の名所をたずねた事がなかった

のでこの機会に便乗しようという野心があった｡妹にも,

私程ろこつではないにしても,機会便乗という小さな欲望

があった事が後でわかった｡その欲望というのは馬に乗る

ことであった.- 私が小学生の時だったが横手にある父

の生家に,母と出かけたo父の生家は農業を営んでいるの

で,馬やぶたや綿羊等を飼っていた｡私は馬にのせTもら

ってそのいなかでの生清を何日か楽しんだ記憶があり,そ

れを妹におおげさに宣伝していたものだから,妹は馬に相

当に魅惑されていたのだった｡妹は馬に乗りたい一心で,

横手-おばさんを秦内する事を主張してなかなかゆずらな

かった.私も涙ぐましい程,十和田,八幡平を見た人の感

想文をひき出したりして奮闘したDそんな風だったので,

どこに嚢内するかまとまらぬうちにおばさんが来秋した｡~

おばさんはリウマチで足をひきずるようにしてゆっくり歩

いたO私はそれを見て,八幡平十和田は無理だと患った｡

歩くのに相当骨折ってい草様子だっ卑し心臓も堅固ではな

いという事がおばさんの話でわかったからだO

おばさんを囲んで,どこに行こうか等と話しあったが∴

おばさんはあまり歩かず家でのんびり休みたいと答えた.

東京永田町と言えば国会議事堂があり,首相官邸があり,

今年はそこは人の波がうずをまいていきどおった安保闘争

の中心地であり一番うるさい町であった｡その永田町に住

み,そのさわざの中で暮らしていたおばさんにとって,し

んかんとした秋田はかっこうの休息所に患われたらしかっ

た｡私はなんとなくその事を理解したPで'妹と派手なけ

んか等はつつしみ家の中を静岳叫こするように努めたO-日

中,家でお茶を飲み世間話をしてのんきにかまえて,三日

間が過ごされた｡四日目に母がおばさんを-ルスセンタT

に案内するといい出したo父は:-賛歳したD私はどちらかと

いえば大賛成に近かったか.ヘルスセンタ丁という.の｣は亨且泉

で'演芸等も見せてはくれるものの,しろうとくさい赤ぬ

けしない出しものが多いし温泉はリウマチスにきくと言っ

ても果たして本当かも疑わしいからであった三しかしおば

さんはリウマチスに効くと聞いただけでエコ二コし,-ち

こもなく行く事を承諾したO留守をいいつかった私は,氏

謡等をぎゅうくつそうに座ってあくびをかみ殺して聞いて

'V､るだろうおばさんと母を想像し,ニヤ二ヤして帰りを待

ったO予定よi)早く帰るだろうと恩ったのだが,なかなか

二人は帰って来なかったO夕方になって夕食の仕たくが終

った頃二人はのこのこ帰って来た｡二人共裏にうれしそう

だったのは以外だった｡おばさんは足が軽くなったようだ

と言って歩いて見せたが,私には以前のようにひきずるよ

う虹重たげな足の運びだと思われたOだが私は喜んでもら

えてうれしかった｡しろうと臭い演芸も大半が民辞で占め

られていたらしく,それが東京人には実に訴える所があっ

たらしいoさかんにはめていた｡その翌日夜行でおばさん

は帰って行った｡おばさんの秋田の思い出は-ルスセンタ

-だけだったろうと思うOだがおばさんはそれで満足しひ

どく喜んでいた｡夏休みの客接待は,このようにして母の

意見がとり入れられ成功した｡人を歓迎する時壮私利私欲

を去らなければだめだと妹と後でしみじみ語 りあった.

コ ン ト

小 山 秀 横

Ⅹ君は仙台の京はずれに下宿している｡そこから数百メ

ートルほど行くと,もはや黄金の浪打っ広大な仙台平野で

あるOここには都会らしからぬ都会仙台のp･.･p･- ･D

彼の憩の一つは夕方独りこの仙台平野を近道することで

ある.一直線に東にのびる田んぼ道を時には大声で歌を歌

い,時には物思いに沈んで,時には何かぶつぶつ咳きなが

も歩いて行く二役の前には何も束縛するものはないOかっ

ては萩の花咲く宮城野が海岸まで続いているのだ｡地平線

がもやの中に消えている｡

ふと彼は故郷のことを思い出す｡彼の故郷は関西の方で

ある｡四方が山に臨まれた茸深い町にも夕晴がせまる頃で

あろうO｢たそがれには山の端窓に映りし時---｣,
'ふと彼は我に帰ってもと来た道を引返すO向山の方角娃夕

やけでまっかだO

時 計 の御用は

一 厘 本 店

仙 台 大 町

デンワ (3)2923･(2)0385
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無 題

岩 波 箕 薬

どうして我々はこうも飽きずに真実を求めたがるのかO

又どうしてああも虚偽が好きなのか不思議である｡真実な

るものが果して我々を幸福にし得るかどうかは,なはだ疑

問でもある｡幸静ま虚偽の中に於てのみ存在するのかも知

れないし,真実を求めるのが必ずしも不幸であるとも云え

ない｡幸福と云う言葉｡我々皆がそれを夢見るが何かしら

気まりわるげにためらいつつこの言葉を発する｡さもなけ

れば意地悪く否定的に対しているO真実だとか虚偽だ と

か,幸福だとか不幸だとか何時まで小心翼々と云い続ける

のだろう｡真実を求める過程に於ては幸,不幸と云うもの

は既に消失しているのだD

どうして人々は是が非でも人生に何か意味を持たせたい

と願い使命感におのれを義務づけようとするのか｡意味な

んか求めたって始まらか ､｡たとえどんなに立派な口実を

つけてみたところで結局は自己満足に過ぎない｡一人一人

の能力や気まぐれにまかせて人生の与えてくれる色さまざ

まな要素を集めて積木をしているに過ぎない｡その積木が

美しく壊れなかったらそれ以上何を求めることがあろ う

か｡

五月のある日の出来事

岩 淵 陽 子

5月24Elの朝,けたたましいサイt/ンと半鐘の音,5分

しても止まない｡ねぽうの私とてこれじゃ起きざるをえな

い｡10分してもなり止まぬ｡何事がおきたのかと外に出て

見ると｢津波だ｡｣という声Oしかし生まれてこのかた津

波など経験したことがないのでピンとこない｡そのうち神

社のとりいのあたりがざわめき出した｡ヤジウマ根性にか

られてあたりかまわず走り出した｡どす黒い海水,なんと

もいえぬ悪臭,水面にただよっている異様な物,それに家

の中に2mは入っているO ｢津波,津波,これが津波か｣

あとは唖然とその掛こ立ちすくんだ｡まもなく海水はあら

.ゆるものを引きさらって引いて行った｡あとはどす黒いど

ろが厚くのこされているだけだった｡その後何回も波はお

しよせて来た｡海岸一帯は日もあてられぬ状態に変った｡

いつもははなやかな遊曳船乗場も鼎は陸にうちあげられみ

るかげもないO市内_は大部打撃をこうむったが,三ケ月た

った今日この鄭まだいぶ打撃から回復してきたようであ

る｡この事件を通じて大自然のおそろしさ,人間の自然支

軒のいたらなさをつくづく身に感Ntた｡

×>く×)く××××XXXXXXX

仙台に来て思う事
×××××××××××××××

石 田 とし子
××××××××××

〝仙台〝次は仙台-と告げる駅におり立って私が最初に

仙台に足を踏み入れたの払 今年の三月,つまり私の受験

の時だ~ったのだ｡五番線まである駅の規模としては,中位い

に属する仙台駅を出て,私は先ず眼前にずっとのぴている

広い道路に驚いた｡なぜなら私はこんな広い道路を有する

町に住んだ事がなかったからD二台も三台もバスが並んで

走っているこんな眺めは,私には本当に賛きものであった

のである｡けれど街路が広いと言う事は又,何か索黄とし

た感じをも,持たせるものであることを知って,にわかに,

淋しい気になったのを覚えているo受験が終った後'五日

の夜だったか,散歩をしていた時,ふっと口に出たのが〝仙

台ってなんと暗い夜なんでしょう〟と言う事だった｡〝電

力が欠乏しているの?ここの町は〟と聞く私に,傍の友達

は〟きっと仙台は道路が広いせいで暗く感じられるのです

よ〟と言訳を言って′′私の住んでいる町は仙台と比べもの

にならない位い道が狭いから,夜だって,さ簸ないネオン

が有余る程に,感じられるんですからね｣と私も思ってい

る様な事を言った｡私の住んでいる町ともうーっ異る光景

払 丸光の前や私が毎朝バスに乗るあたりにあるいつもふ

んだんに晶を揃えた果物屋の店額である｡皿からこぼれる

程のバナナや秋であれば,ブドウは言うに及ばず,カキ,ク

リ,ナシ等,又イチゴの季節になれば,それをたたき売に

している有様は,全く果物不足の町に育った私は異様な物

を見る感じなのだD仙台に来て,春こんなにイチゴミルク

を食べたのは生れて初めてだし,ブドウをいやと言う軽食

べたのも初めてだった｡又デパートが三っもあるのに驚い

た｡駅前から,丸光のネオンを見る時,私は仙台って本当

に都会なんだと思うo

若 林 薬 局

本店 荒町小学校向ひ

TEL@ 3233

支店 東一広瀬通 り角 r

TEL⑨ 6035
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その日その日の努力

どうにもならないと知っていても,過去の失敗が諦めき

れないのが人間の常である｡この失敗が精神的,物質的な

ものであった場合いずれにしても,私たちは心が乱れて次

の仕事が手につかないことがある｡そして只悶々と時間を

すごしてしまうoLかしょく考えて見るとこれ程愚かなこ

とはないのだO私たちに最も重要なことは,昨日のことで

もなければ,明ElのことでもないOその日その日が最も大

切なのである｡計算の出来ない速度で現在は刻々と過去の

ものとなりつつあるD時間がすぎてゆくのか,私達が時間

の側を通りすぎるのか,そのどちらにしても,その日を楽

しく生きて行くことに人生の意義があるのだ｡これをもっ

と押広げると,私達は現代をいかによくするかということ

だけを考えればいいことになる｡過ぎた時代の批評をして

ち,それは現代の生活の役にはたたない｡未来の為に理想

をかかげるのは良いが,未来のことは人間のカではどうに

もならぬものであるOなぜなら来年は私達のものかどう

か,誰も保証してくれるものはないのだから｡

書 くとレ､うこと

海 熟 駿 雄

アミコスの編集委員から何か書くように言われてから,

もう二ケ月にもなる｡何を奮いたらいいのか全ったく困っ

てしまったO考えて見れば書くということは高校以来実に

三年振りである｡中学の時にしても夏休み,冬休みの時の宿

題で作文を書いた位である｡我ながらいかに書くというこ

とが疎かになっていたか驚いたわけである｡これでは書け

ないのは当然である｡それに上手に書いてやろうという気

がある｡書けない奴が上手に書こうなんて全く虫のいい話

だOよく考えて見れば供の書けないということ.は,全然書

くこと,文章をつづる能力がないのか,上手に書げな'vl_の

かという問題になってみると,上手に書けないから書くこ

とがいやなようだoくだらない虚栄心だoLかしそればか

りではないようだOそれよりも書き慣れていないというこ

とが僕の場合は強く左右しているようだ｡まずもって書き

慣れるには上手に番こうということは抜きにして,自分の

考えていること感じていることを素直に書けるようにしな
くてはならない｡素直に書くといっても日頃から観察力を

養なったり,思索したりしていなくてなら阜いだなうO考

えたこと,感じたことをすぐにその日のうちにでもメモに

とっておくようにしたら,何か書く時に良い材料となるだ
1

ろう｡日記を書くのが最も良いように思われる｡僕は今度

こそ日記を書き続けようと中学以東何度考えた ことだろ

うO口で言うのは容易だがいざ実行とk､う点になるとうま-

くないOこれを機会に又途絶えていた日記を番 こうと1思

う｡努力すること以外に道はないようだ｡

普くのをいやがったりしては,せっかくのアミコスの堰

集が遅れたり,内容が貧弱になるのが残念だと思ったので

上の様なことを書いて見た｡

朝 の 風 景
州 原 しげ子

私は早朝がすきだD清少納言のように春とはかぎらずに

四季を通してであるOこんな事は滅多にないが,なにかの

調子で朝早く目が覚めた時,私の部屋の窓がしだいにうつ

くしいライトブルーに変っていくのを見ているのもいい

が,下宿のまわりを雀のコ-ラスを聞きながら歩きまわる

のも又格別の味わいがある｡これからだんだん寒くなると

億劫になりでかけないけれども,六月頃など夜露にぬれた

革の葉が朝日をうけてきらきら光っているところを,まだ

はっきりしないねぼけ眼をこすりながらあちこちを見渡し

歩いている時,急にほととぎすの声などするとたちまちに

目もさえてしまう｡夜に鳴く烏の声は気持が惑いがほとと

ぎすの声はいい｡ちょっと下っていくとたちまち木々の間

を朝日がもれている光景にぶっかる｡その木が針真樹なの

でこちら側からみればますます暗く大きな木のように見え

るOそれに背をむけ左手に去年の台風でずいぶんまをざらを与

竹やぶと,各前はわからないが大きな滞美樹の林があるo

今はもう菜も黄色になり散りはじめている｡夏休み以前と

は今は違って竹やぶはなくなり,畑も道もなくなりその辺

一帯は石が敷かれ,営林署管理の材木置場となっているD

ここは12月頃になると畑の中の雑草もかれ,一面にうす黄

色のかやのような草が立枯れになっていて,その後の大き

な葉の散った林と調和してなんとなく｢挽歌｣のイメ丁ジ

に_ぴったりしそうだった景色はもう見られない｡林は残っ

ていても石ころとでは感じがでない｡朝にはこの辺までは

来ない｡たいがいは夕方に来る｡近くに積んである木の上

にすわると少し寒い位の風が髪にさらさらと吹いたE,なに

か詩でもとこんな場所に才能がある人がいたら辞を作るだ

ろうけれども｡私にはできない｡東の空がまえよりもずっ

と明るくなり太陽もみえはじめたOそうだ山の陰からのぼ

戸大腸を歌った詩があったけD与謝野晶子だったかしらO
｢不死鳥｣という題だったかもしれない｡どのようなのだ

ったかな,最後はたしかに ｢フェニックスのはばたき.だO

太陽が現わklJる｡｣というのだったけれど｡時計をみたら7

時5分だった｡太陽は高くのぼった｡帰ることにした｡途

中でまな板のトントンなる昔｡人の諸声O豆ふや納豆をう

る子供の声がきこえてくる｡今が-Elのうちで｢番活気に

みちた時だ｡だから私が好きなのかもしれない｡'

- (39)-



大学に入って

江 本 昭 子

入学して以来始めての試験をうけて大学というものが少し

理解出来たように思った｡ただ ｢大学に入りたい｣と思っ

て入学した私,その裏にはいくら男女平等と言っても平等

視しなll'社会,心理学の勉強中に友達の切り抜きに見た,

｢日本の女性は愛されることがあっても,尊敬されること

はない｣という言葉の通りの日本の女性に少しでも抵抗し

男子同様立派な人間として社会に出ようという気特や,経

済的独立をめざして何か技術的なものを身につけようとい

う気縛はあったかもしれないDしかし見しらぬ土地に田舎

から出て来て,なれない環境で周堺から引き廻されどうL

であった｡未知の物に対する不安と,大学に入ったからに

は何か有効な前進をしたいと思って ｢大学とはどんなこと

をすれば良いのでしょう｡｣と問えば,先輩はロをそろえ

て ｢医学部だろう.単位さえとれればいいんだo遊べ l遊

べ !｣という｡又安保反対を入学式の当時から聞かされ,

｢安保反対をやらなければ,学生ではない｣と受けとれる

ような吉葉に左右され,一安保反対のデ判ちまきこまれた｡

こんな私は真の大学生清のあり方,意義∴大学の目的など

何もかもわすれてしまった｡そして初の期末テストもドッ

ベルとかドッベラないとか,つくづく学問の真理などわか

らなくなる｡｢ほんとうに私は何のために大学に入ったの
だろう｣と夏体中考えたことを又も考えた｡いろいろ理屈

を並べたててもlh経済的に豊かになり,人間らしい生活を

するため瓦などというTt衣食足って礼節を知る屯に似た結論

に達する｡最大の目的は真理の追究と独創的な研究だと言

えないのにはなさけない｡でも ｢この度の東北大学新開に

就職の状況が出ているぞ !月給も書いてあった｡｣という

言葉を生協で耳にして,この目的も必ずしも卑しむべきこ

とではない｡この目的を卑しむのは精神至上主義を等び物

的なものを軽蔑する考えから生れるのだなどとも患ったo

今のところ特殊な技術を身につけることを終局の目的とし

か考えられない私は,この四年間に人間的に成長してやろ

うと思っているo 出来る範囲で落ちるとか落ちないとかい

うような融こ合せの勉強でなく,寅の勉強をしたいと思っ

ている｡むずかしいが,真の意味での知性豊かな教養ある

人に一歩でも近づくことを,大学生活の目標にしようと思

っているD

諸 井 菓 明

外国の週刊紙を見ていたら30mの高さから足にひもをく

っつけて地面に落下する絵がのっていた｡お気付の方もあ

ろう,最後の楽園の-コマである｡

南太平洋のちっちやな畠での成人式の儀式と記憶してい

る｡あの映画で娃民族のおどりが良く現れていた.日本人

には一寸まねの出来ぬはげしい奴で,そうかと言って｢ソ
′

ロモンと三人の女王Jに出てくるキうに官能的ではなくて'

はなはた飽康的で好感がもてた.いっだったかこれ又映画

で,メキシコをFPJbとした踊りを見た｡),キシコの方は,

｢強烈さ｣というものを感じさせはしなかったがみんなで

一緒に楽しく蹄るという風に感じられた｡後者の特徴柱成

人に達した人は全員本能的とでも言うが如く踊りまわって

いた｡唯一の娯楽はこれなんだろうがD夏は家からこれ又

30m位はなれてる所に盈蹄の会場が右と左にこっ出来 (例

年の事だが)10日間柱-ンテ3.なレコードばかり聞かされ

た｡首をつっこんで見ると見る人の方が多い位,さしづめ

出た所で ｢なんだあのパパ7,いい年して口紅などして

事がない｡

:文化の未発達の地域程滞りのテンポも早く,かつ全員が

心から喜びにひたってるように患う｡高度な文明になる.

と,人間は他人を意鼓しすぎるのだろうか｡それとも日本

人だけの性質か｡しかし次のような当を待ている言葉があ

る｡｢滞るアホクに見るアホウどうせアホウなら- .･･｡｣
しかしこういう言葉を打ち出す程日本人は引き込み思案な

のだと思うD英国人は歩きながら考-,仏人は考-たあと

で走り出すそうだが,日本人はさしずめきょろきょろあた

りを見渡して走り,走った後で何もしないという方か｡話

は変な方へずれたが,盈席の太鼓の聞える机上で以上の事

をつらつら感じた｡

株 式 会 社 徳 田 製 作 所
倉 田 高 凝 耐 火 物 製 造 所
五 福 電 蛾 工 業 株 式 会 社
シリコニット高熱工業株式会社

代理店

柴田化学器械工業株式会社特約店

理化学器械 ･磁製耐火物及

石英製品 ･分析用硝子器具

雪男 星理化学器械店

仙台市肴町73番地

電 話 ((,Zi46昌2232書
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薬 学 科 一 年 の 経 過 欄 和35年度)

4月 小滞光 (薬品作用学),竹本常砕 (生物薬品化

学)同数挽着任

福田英臣 (薬品作用学),ヒキノヒロシー(生物

薬品化学)両助教授着任

入学式 (新入生男子12名,女子24名)

2年指導教官 鈴木 博 (荒巻杉添沢1ノ17)

1年指轟教官 -高橋和牛 (荒巻大石山6ノ1)

3-6日 第13回日本薬学大会 (於東京)

29日 新入生歓迎会 (於富沢,出席多数)

5月 高野誠一助教授 (薬品製造学)ニューメキシコ

大学に出張

6月 海上運動会 フィックス 1位 (学部男子),

同1位 (学部女子),同2位 (教養部女子)

7月lEl 4年生特別実習に入る.

4-9日 4年生東京 .大阪方面-工場見学旅行 (三共,

中外,朝日ビ-〟,資生堂,京大薬局,日本新

薬,武fElifEl辺,台糖,ビオフェルミン)

9月 運動具購入 (薬友会- 野球,卓球,庭球用具

等)

10月13日 医学部運動会綜合5位,仮装行列9位(3年),

10位(4年), (マラソンに2,5,6,7,′8

9位を占める)

16日 教養部運動会綜合6位

山中宏助教授 (薬化学)ニュ-ヨーク州立大学

より帰国

11月6日 医学部隊碁大会優勝(4年)

12ilB3 大学祭初参加 (3年)

テーマ :血圧降下剤 ･動物実験

血圧の機構及び現在最も有効な血圧降下剤で

あるレセルピンの抽出法,更に合成の全過程

と関連した有機化学反応装置の解説,現行薬

品の有効的使用法の説明及びその映画｡動物

実験は犬,ウサギ,ガマを使用し極々の薬品

の作用を公開

12月 あみこす 4号発刊

雑 誌 滝 名 と 表 紙

｢あみこす｣と埴どういう意味ですか? 何語です

か? とよくきかれますが,｢あみこす｣はラテン冨吾

で友達とか味方を意味します｡これから派生したフラ

ンス語の Amiはよく御存知でしょう｡

表紙は今号は写真を使ってみました｡印画歓の上に

グラフ用紙をきり抜いた天秤の形と色のちがったセロ

ファンで薬包紙をつくってのせ直接光線をあてたもの

です.水柿君と夜11時までかかって10枚ほど作った中

からえらんでもらいました｡ (村田)
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集

O｢あみこす｣4号が出
来た｡終始協力的だった

皆さんに感謝したい｡戦

後15年岩戸景気が地方都

市にも伸びて来て仙台も

ビルラッシュである｡ビ

ジネスセンターとしてスマートになったが,ピル荒しもふ

えたそうである｡薬学の校舎も立派に出来たが,こう体裁

がよくなると管理も大変,-イを作ってセ/-L T:でも飼っ

たらどうだろうO物事をコツコツ作り上げていくのは大変

だが楽しいものである｡後輩諸君が ｢あみこす｣を育てあ

げていくのを期待したい｡ (村田･高石)

○実際に編集の仕事にとりかかったのは試験後になってし

まったので,今年は始めから終Dまで期間に追われどうL

だったDそのため,時には授業を自己休詐してまで,原稿

集めに走りまわったりしたものだが,多数の援助によりこ

こまでこぎつけられたことは何よりだった｡

本号では,創設4年目を迎え名実ともに充実した薬学科

に焦点を合わせて見たOまた第一期卒業生の出る来春 か

から, ｢あみこす｣にも職員,学生の名幹を付し,
機関誌的性格を持たせる手始めと哩 が,

けて行ってもらいたいと思うb (目黒)

O｢人の作った文化を亨受することがいかに
るかをしみじみ感じた｣とは,ある学生雑誌

ことばです｡そう言えるだけの仕事をしてい

どんなにか満足な気特でペンをとれることか

こす｣が少しtlも良かれと蔽う気特は誰にも

りです｡今後 ｢あみこす｣がますますすぼ
ることを祈って止みませんO (佐藤)

○まず一年諸兄妹に,折角出してくれた

合上一部割愛せざるを得なかったこと

す｡ そのかわり各停が載ったことで

塁審会
後もこれは続

とであ

締集委員の

ら,私も今

でも ｢あみ

らないつも

編集の都

いた しま

許し下さいO この

理 化 学 器械

化 学 磁 器 ･各/檀

旨具 及量 串

耐 化 物

製 作修理

仙 台 市 荒 町 144

電 話 (2)2732･(3)6897

｢あみこす｣は冬休み前に,皆さんに届くと思いますが,

休み前か直後に,これを読んだ皆さんの意思を聞きたいと

恩いますO充分に読んでおいてもらうことを希望します.

(栗原)

○広告集めにクラスの皆さんに手分けして行っていただき

ましたが,残りの分は私が行かなければなりませんで し

た｡店名はおろか町名さえ初めて知ったのです｡それでもよ

うやく探しあてた時は嬉しかったものです｡それ以来薬局

を見ると看破を見上げる妙な嬢がっきました｡編集につい

ては何も知らず,私はあとについて行くだけでしたが,蘇

心に努力された委員の方に深く感謝致しますO (菅原)

○編集後記を書 くに当り自己を省りみまして,他の委員の

方々,並びに ｢あみこす｣編集に協力なされた方々の御奮

闘,御努力に深い敬意を表しますO又,広告のことで製薬

会社を見るという得廉い経験をもたしていただいたことに

感謝しております｡最後に ｢あみこす｣が今後ますます発

展すること引締って華を置きますOひl又)

漏集香員

4年 高石勝夫 村田正弘

3年 岡野 丘

2年 江田政子 川又 健 佐藤洋子 襟岸謙一郎

目黒寛司

1年 熱塙敏雄 川原志げ子 栗原純夫 菅原浩子

御通学はスマートを背広で

高級 な御仕立 お 就 背 広

価 格 手 頃 な イージーオーダー

24時間で仕上る ノ､- フメード

新しいデザインの 既 製 服

学生様一割引 卒業生様記念品進呈

東北大学指定

大 丸 服 装 店

仙台･束- (東北大正門前)TEL(8)3665
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肝 席 を 強 く して-

全 身 に活 力をっ け る .′

新ビタミン配合 綜全強肝活力剤

チオクト酸､オロト百臥'パントテン酸､且C
T､DAT)Aなと薪肝臓薬51聖にこhrLと協力
する 6濫成分を配合｡
'症労 ･体力増強 ･二日酔 ･肌あれに

30鑑 350円 10ロ錠 950円 ′三 共 株 式 会 社

健保適 用

新持続性サルファ剤
シバ_'iJJ王1J

- - :■JtLLNシノミンは耐性化の生じに くいサルファ剤

=,奥 塩 野 義 製 薬 株 式 会 社

(スル フィソメゾール )

サルファ剤は 一般感染症の治療に

】円rstchoiceDrugsですが､とくに

シノミンは､抗菌力が強 く副作用が少

ないばかりか√耐性が纏めて生じにく
いので､First choiceSulfaと云え

ます｡朝夕2回の投与ですむので便利
です｡ 宋 100gI500gI1kg;0.25g錠
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